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＠業 lg24Ｉ今居

世界の港で活躍するこのマーク

主な製
ロ
叩

舶用及び陸上用各種滑車

重量物及び一般荷役装置

スチュルケンマスト装置

トムソン・デリック荷役装置

K-7 ･デリ 、ソク金物

コンテナー固縛装置

ユニバーサンフェアリーダー

部品スティールハッチカハ

イング ・ フ、ソク卜

救命艇揚

鑿船用

甲板機

艤装用

諸製缶
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金
一
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④日本工業規格表示エ場

株式会社立野 作所製
収締役社長 立野勝彦

本社搬浜,| PLi区北-"2I1 1 9"18り‐〒220 第二工場横浜jij金沢区烏浜川17"3号
営業本部屯1活 ()45(311)2681(代表） 〒263通話045(771)1611(代表）
生産本部嘔ifif ()45(311)2684(代表） 大阪出張所人|坂｢IT大正Iﾒ泉尾3 11:120番2号
総務部経理課 ′岻諦 ()45(31 1 )5409(代表） 及大阪エ場〒551 1'gjfi()6(552)0741(代表）
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わが国の造船産業界は､ダイナミックな発展を

続け､過去20年間にわたり､生産最･輸出量とも

に||堺第1位という実績を保っています｡｢造船

|131｣1 1本の高度な造船技術を支えているもの

それはI I本人の災知と努ﾉJ,そして､モーター

ボー|､競71の収絲倫。

[I本船NI'I振興会は､モーターボー|､競争の収補

金を､わ力芽国の造船および関連工業の振興に活
かすため､今年度は総額283iE6,000万円をお役
立てして､造船業界発展に力を注ぎます。

雰籠受日本船舶振興会
全農笹川良一理事曇芥川輝孝
〒105束京都港区芝琴平町35(船舶振興ビル)a03(502)2371大代袈
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英国S屯Hハ丁社と提携

上田の船舶艤装金物

A((OMMODAT10NLADDER&WIN(H
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④ 表7]《許'1I工場日本工業規格

臭田鐵工所株式曾祗

大阪IIIj( Iji !'f l,< l l l jl｣ |吋之Hll. 7-10

ﾉ〈阪府羽曳野'li広" 1 4 8

嚥戒棚!'1央|え八l堀1－1－4kl,1ヒル，

'｢E紺06(692） 3131～3

随;f0729 (56) 2481～3

,K!i:103(552)08u1488

本社･ lt場
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●運輸省型式承認

●船級協会認定品

耐圧防燃形天井灯

気密形螢光天井灯

●営業品目
●防爆器具類

●車輌甲板用照明器具類

●甲板照明器具類

蕊
●信号探照灯類

●室内照明器具類

●配線器具類

●窓 類

●通風金物類

船用作業灯
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鼠歩画皇．
甲種紅色閃光灯
LGF2R-01

株式会社高 工 社
本社工場：東大阪市御厨693

TEL大阪代表(781)4351TELEX大阪(527)8914
東京営業所？東京都港区西新橋｜丁目22番7号森ビルE別館 1

TEL東京代表(50I)8077、TELEX東京222-4132

一一_ノK、薦n畳開国＝
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ﾏｯｸグﾚｰのRO-Ro技術はますます躍進
』、‘ _b . 一 ロ － 始垂一 ■聖 ●

マックグレゴーのRo.Roサービスに対する進歩しブー
アイデアと近代的な荷役装置をよくご覧ください >管
の混雑を緩和するよう，寄港時間を短くし， また操雌
を容易にするため色々の工夫がなされております．
この分野で私どもは，貨物の車両輸送に対し， リフ
トオンにおけるオープンシツプと同じ概念を採り入れ
てまいりました．
それらはすべて貨物輸送を一層単純化するものです

マ･ソクグレコ'一のMachbrldge90旋回ラン
プは，船の左舷からも右舷からも、 あるいは船
睦後方からも荷投ができるように，船の接ノギに多櫛

￥

零肋⑥
性を与えたものです． このMacl1hridge90を装備し C減堰りむ洩緬g海『a"威到cbesse""""e"#
た第1船は1977年!'.｜に'jl漉しのf定です

■'凧‘…[1．磯琴矧ゴ蝋襲｡鶏鰯鶏鰯圖騨苧篝脇,匿繍勢辨‘鮒‘て鰭‘｣:；
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株式会社服部時計店
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セイコー船舶時計

安全航海に信頼のOC
句

Qcは、水晶発振による､高性能設備時計で汎船舶時計は､何よりも高精度なものが要求されま戎ｾｲｺｰなら、
まず安心ですb環境の変化に強く、抜群の安定性、堅牢な耐久力で定評がありま戎水晶発振のOCなら、いっそう信頼できま戎

釦止

頭

●前面ワンタッチ操作の自動早送り装置･秒針規正装置

●MOS･ IC採用のユニット化による安定性･保守性の向上

●無休止制の交・直電源自動切換･照明つき

子時計は里寓にそろったデザインからお選び〈ださLも

●乾電池2個で､約12ヶ月間作動

●梢度保証範囲0℃-40℃

●平均日差士0. 1秒
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カタログ調求は‐ 特約店株式会社宇津木計器製作所(〒291)神奈川県横浜市中区弁天通683盃(O‘15)201 0596
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世界の海に活躍する強力分マ
一
再

■製造品目

大型貨物船・タンカー・鐵橲船
各種専用船プロペラの設計及び

製作，各種銅合金鋳造品・船尾
装置一式．

■新開発システ坐

○キーレスプロペラ
キーなしのシャフトIこプロペ

ラを油圧にて装言する新方式
取付・取外し雷{更

ONAUタイププロペラ
当社と造船技術センターの共

同開発，中小型プロペラの効

率大巾アップ

○可変ピッチプロペラ
英国ストン社との技術提携に

よる高'l生能CPPシステムー式
(XS･XK･XX三種〕

甥:::::轌
龍蕊目蕊熟

蕊

蕊

剴菫車前省言忍定事業場
ー乏垂一

ナカシマ元回報
岡山市上道北方688-1(岡山中央郵便局私書函167）
東京都中央区八丁堀1丁目6番1号協栄ピル

大阪市西区靭本町2丁目107新興産ピル

本社工場

東京営業所

大阪営業所
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電話(0862)79-2205㈹

電話（03)553-3461㈹

電話（06）541-7514㈹
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のノ篭口メーター
Ｉ 気圧に関しては･･･オールラウンドプレーヤー

‘‘デジﾀﾙ式から#訴目盛まで"パﾛﾒｰﾀｰといえばﾔﾅギです
大型船舶から小型ヨットまで、 ノ、ロメーター
はすべて－ヤナギ些一とご指名下さい。

船舶用糒密アネロイド型指示気圧計

豚

『〆

!＃

デジタノレノざ口メーター

シリーズ

1国一汐

デジタル受信器DR-O1型

鰯

謬榔 r舞劣歴

|… ” ”…鎖雪

電送発信器EB-05関連製品

①記録計 RE-01型

●デジタルタイマー No.614型

| ：麓剛権器:別篭

営楽品目圏デジタル比中表ｱI謹樋／デジタルバロメーター／冠姉機

鷆鵡ﾝ諏緬謬織鮒縦騨糾/筑唾計／
柳計器株式会社

！1[凉郁大田区多雁川2．y目8稀1号(畢1‘制）祗餓束京了50）8IHI〈上代災〉

－6－



|信頼ある最高精度 ’

製維計算機 新発売

「航海用六分儀」のメーカー玉屋商店が、

自信をもって製作しだこのハンディ・タイプ

の計算機は、六分儀による天測後の計算と、

各種の航法計算プログラムを内蔵したもので、

これまでの､天測計算表やトラバース表など、

数多くの計算表をくり返し使って行われてい

た航法計算が、まったく簡単に、速く、しか

も正確に算出できる画期的なものです。

これからは、六分儀と合わせて航海士必携

の計算機です。

Ge株式会社玉屋商店
本 社

大阪支店

エ 場

束京都中央区銀座4丁目4番4号
TEL O3 (561) 8711 (代表）
大阪市南区順慶町通4丁目2番地
TEL O6 (251) 9821 (代表）
東京都大田区池上2丁目14番7号
TEL O3(752) 3481
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技術と実績を誇る.ノ
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■ 巳 心

西芝の船舶用電気機器

《営業品目》

船用交流発電機・船用各種電動機

船用電動通風機。防爆形電動通風機

配電盤・制御装置・自動化電気機器

、
〆
〃
砂
１
１
，
，
０
０
１

k
乱

《

劇灘
つり上げ電磁石・ リフトバック

2,000KVAサイリスタブラシレス交流発電機

…両芝電機株式会社
電話姫路(0792)74-2111(犬代）本社。工場〒671-12姫路市網干区浜田1000

東京営業所〒104 東京都I Iｺ央区銀座8－3－7(伊勢半ビル）電話東京(03 ) 572-5351 (代）
大阪営業所〒530 大阪市北区堂島北Hll.31(堂北ビル） 電話大阪(06) 345-2158 (代）
尾道出張所〒722 尾道市土堂1－3－30 電話尾道(0848） 23-2864

－－
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| ｜照#照霧

乗組員の牛活環境改善に

低騒音船用軸流通

I
’
8

I

1
／
f

鱗
1 1KW. 6P

風量600m3,風圧40mm

当工場は､特に品質管理に留意した生産体制をとり、

各種送風機の一貫生産を行なうとともに､今後の新機

種の開発､実験にも対処できるよう計画してあります。

大洋電機{よ船舶用電機専門メーカーとして多年にわ

たり、ご愛顧いただいておりますが､このたび通風機専

門工場として岐阜羽島エ場を建設しました。
一

●このシステムは､風並､風圧､騒音､通動機入ﾉj、 III1

転数､ファン効率等の諸特性を多数のセンサーを

用い､『|動的に計算し､作炎及び作図まで処叩す

る鎧新鋭の試験,没備であります。

岐阜羽島工場
岐阜県羽島市正木町坂丸3 I 電話05838928500(代表）

最新鋭のコンピューターによる試験設備

●このシステムは､流体力学的研究から生まれた送

風機の必要な一切の技術的要素､コンピューター

を使用し､剛同装iff,嘔源装樅､計測装概等の組合

わせにより､精密にi!III定､符理する方法を採用して

おi)ます。

主要生産品目

低騒音｡斜流式通風機 各種送風機：発電機 ･電動機・配電盤・コンソールパネル・自動化電源装置他

本社東京都千代田区神田錦町3－16電話032933061(大代表）

工場岐阜・伊勢崎・群馬

営業所下関・大阪．札幌．釧路

海外ニューヨーク．ジャカルタ．アブタL'

患 株式

会社急大藻 機亀

－8－
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昭和51年(1月～12月）主要造船所進水量調査

昭和51年度新造船許可集計（昭和51年度1月分）
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’ 実績を誇る最新の技術と
川
。
ｊ
↓
上福 甲
b

●油圧・蒸気･電動各矛重

甲板機械

●デッキクレーン

●アンカー･ノ、ンドリンク

ウィンチ

●電動油圧グラブ

〆

ミミ

談
〆〆

蕊福島製作所
X
－

藍
"

蕊鐘：

磯 吟冨ず
霊謹

本社・エ喝／福島市三河北町9番80号
堂莱部／東京都千代田区四番町4－9
大阪営某所／大阪市東区南本町3－5
出喪所／札挽・石器・広島・下関
海外駐在員事務所／ロンドン
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蕊雛鐡,醐側 照鴎甑K 甑瓢弧遡 リ痂劔、,痂劔、塞狸

､押船一艀船団に"アーティカップル
ビンジョイント式

自動連結装置

ボタン操作による

全自動方式

ク
９

０

０

■
Ｌ

Ｂ

号
●

☆荒天時も就航可能.／

☆連結一切離し作業の無人化とスピード｡アップノ

’ 務株式蚕社電話“側Ⅲ"2，大成設計丁 △ 東京都台東区東上野1-'，-，
’
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木材／撒砿貨物船豊 春 丸豊和海運株式会社
HOUSHUNMARU

株式会社新山本造船所高知造船所建造（第191番船） 起工51-8-10 進水51-10-25 竣工52-1-14
全長181.50m 垂線|洲長172.00m 型II15 2600m 型深15.00m 満載喫水10.76m
枇城排水量39,896t 総噸数19,078.08T 純噸数13,17119T 赦貨重量32,443t
衝物艫容職（ベール)37,850m3 (グレーン)42,880m3 鰭口数5 デッキクレーン三菱電動汕圧25t×4
燃料油榊A､0. 371m3 C.0. 1,953m3 燃料消費量38.5t/day 清水槽643m3
主機械三菱Sulzer7RND68型ディーゼル機関×1 出力（連続最人) 11,550PS(150RPM)
(常用) 10,400PS(145RPM) 補汽{Iト コクランコンポジット型NCP-120/120型
発電機ヤンマ－6MAL-HTS型530PS×900rpm×3AC437.5kVA×445V×900rpm×3 送信機（主)1kW×1
(#ili)75W×1 受信機（主）金波×1 (#ili)余波×1 速力 （試遮'侭最大) 17.05kn (i1,;戦航海) 14.50kn
航続距離16,000浬 船級･ lX域資格NK遠洋 船型11I叩板船l色機関狼 乗糺IA33名
同型船NEWCADMUS

Roll on/Rolloff ブルーコウベ閲兵精麦株式会社
多目的船 BLUEKOBE

株式会社神|｣1造船所述造（鯛206番船） 起工51-4-2 進水51-8-25 竣工51-11-15
全長148.000m 雁線間長138.000m 噸ili,: 22.000m フ刷深12.700m 満赦喫水8.960m
総噸激10,039.00T 純1噸敵7,256.80T !職擬喧量14,984.15t 貨物艫奔砧（ベール)21,616.70m3
(グレーン)22,777.60m3 艫口数3 デリックブーム20t×3, 50t×2 Car",|f数 トヨタクラウン452台
燃料油柵A.0. 155.70mB C.0. 983.59m3 燃料消黄量34.5t/day 清水榊758.02m3
主機械 I]本鋼管S.E.M.T.Pielstickl6PC2-5V型ディーゼル機関×1
出力 （連続最大)10,400PS(517/174RPM) (常用)9,360Ps(500/174RPM) 補汽缶竪水管式1t/h×7kg/cm2×1
発電機700kVA×830PS×900rpm×2 送信機（主) 1kW(#IM)75W 受信機（主）金波×2
速力 （拭運i涯最大) 19.118kn (ili'I繩k海) 15.2kn 航続距離9,000繩 船級・区域盗格NK遠洋
船ｿM IIII I11板ｿ『'! 粟糸ll" 25嵩 同ﾉﾛ船BLUEYOKOHAMA

13－
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ケミカル運搬船ゴールデンスター糸山汽船株式会社
GOLDENSTAR

西造船株式会社建造（第172番船） 起工51-6-22 進水51-10-25 竣工51-12-23
全長111.53m 垂線間長103.00m 型liW 17.50m 型深9.95m 枇戦喫水8.019m
満載排水量11,336.91t 総噸数4,880.46T 純噸数2,740.41T 救貨重量8,326.63t
貨物油槽容積8,897.43m3 主荷汕ポンプ200m3/h×80m×4, 100m3/h×80m×14,70m3/h×70m×1
デリックブーム3t×2 燃料油槽1,107.6m3 燃料消費量20t/day 清水榊20631m3
主機械神戸発動機6UET52/90D型ディーゼル機関×1 出力 （連続最大)6,000PS(198RPM)
(常用)5,100PS(188RPM) 補汽缶西田鉄工NET-S2L型×1 発電機西芝電気450kVA×3
送信機（主)T-12C-SSBSSB-1.2kW,A1-1kW(補)T-UO7S-1475W 受信機（主)RA-002/R
(補)RA-301/R(協立） 速力 （試運転最大) 14.19kn (枇戦航海) 13.68kn 航続距離11,000浬
船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板型 乗組員25名 IMCOTYPEn&m

－14－ 油柚船北 晃 丸石ilII海運株式会社
HOKKOMARU

西井船渠株式会社建造（第285番船） 起工51－7－8 進水51-10-21 竣工51-11-30
全長86.88m 垂線|Hj長79.00m 型幅12.70m 型深6.05m iIW!|髄喫水5399m

純噸数903.05T満赦排水量3,965t 総噸数1,49598T 戦貨'mm2,890.23t
貨物油槽容砿2,830.958m3 主荷汕ポンプ500m3/h×70m×2 燃料汕榊12369m3
燃料ii!i費量79t/day 清水榊69.41m3 主機械新潟鉄工6M37X型ディーゼル機関×1
出力（連続鍛大)2,100PS(300RPM) (常用)1,785PS(284RPM) 補汽価VW100型×1
発電磯120kVA×AC455V×3d×60Hz×145PS×2 速力（試運転最大) 12715kn (満戦航海) 12.0kn
航続距離3,300浬 船級・区域資格NK沿海A種船 船型凹甲板船尾機関型（膨脹|､ランクイ､1･)
乗組員12名

I
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改4-350t型巡視船(PM86) と ね海_上保安庁
TONE

株式会社臼杵鉄工所臼杵造船所建造（第962番船） 起工51-6-11 進水51-9-3 竣工51-11-30
全長63.35m 畢線間長60.00m 型幅7.80m 型深4.30m 計画喫水2.56m

総噸数496-12T 純噸数127.41T 燃料油槽76.382m3 燃料消費量1609/PS･h

hIM<桃50.204m3 主機械新潟鉄工6M31EX型ディーゼル機関×2
出力 （迎続最大) 1,500PS×2(380RPM) (常用) 1,275PS×2(380RPM) 発電機100kVA×1,200rpm×2

送信機（主)MS-TA150B型MS-TM50F型,Ms-Tv20B型 受信機（主)MS-IR211型(#ili)Ms-RA213型
速力 （試運転股火) 18.292kn (航海) 17.45kn 航続距離3,200浬 船級・区域資格JG近海
船狐平｢|[板型 乘箭II"34fi l司狽船くずりゅう 可変ピツチプロペラCPC-53×2
配属il'ql[I海上保安部

I

ラテックスタイプ
エポキシタイプ
マグネシヤタイプ

B､○.T承認番号デッキ舗床材
MC25/8/0113

SOLAS承認

N､K

N.V

A.B

L.R

B.V

C.R

NS.C

施工実績数百隻

■▲●
■
■
■

カタ貝グ塁

戸司

－－

タィテックス

太平ｺﾆ業株式会社鰯職聯驚講撫鞭出張所広勘 ・ 仲戸・典・長 I崎

電諦(311)1101代

電話(446)6283

I
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輸出油槽船ESSOLEHAVRE

船主EssoTankerslnc. (Liberia)
日本鋼管株式会社津造船所建造（第38番船） 起工51－3－23 進水51－8－27 竣工52－1－14
全長373.520m 垂線間長355.000m 型'ig 64.000m 型深29.000m 満載喫水22.924m
総噸数173,085.88T 純噸数147,031T 載貨重量387,858t 貨物油槽容積473,135m3
主荷油ポンプ5,500m3/h×165m×4 燃料油槽16,770.3m3 燃料消費量217.99t/day
清水槽728.3m3 主機械三菱クロスコンパウンド2段減速舶用タービン機関×1
出力（連続最大)45,000PS(80RPM) (常用)45,000PS(80RPM) 主汽缶94,000kg/h×61.5kg/cm2G×2
発電機（主）タービン2,500kW×450V×2 (非）ディーゼル875kW×450V×1 送信機（主)MF; IF&HF
(非)MF 受信機（主)100kHz～30MHz (補) 100kHz～28MHz ． 速力 （試運転最大) 15.75kn
(満載航海) 14.85kn 航続距離25,637浬 船級．区域資格AB遠洋 船型船首楼付平甲板型
乘組員47名 旅客船主2名パイロット1名 同型船ESSO.MADRID

ユニニノ噛一ス フロンテイア

輸出油槽船UNIVERSEFRONTIER

船主MeridianTransportationCO． (Liberia)
石川島播磨重工業株式会社呉第一工場建造（第2506番船） 起工50－9－30 進水51－1－14
竣工51－12－17 全長337.058m 垂線間長320.000m 型liim 54.500m 型深27.000m
満載喫水21.05m 総噸数125,465.39T 純噸数104,958T 載貨重量273,900t
貨物油槽容職337,840m3 主荷油ポンプ（ターボ)4,500m3/h×150m×4 デリックブーム 15t×2
燃料油槽14,565m3 燃料消費量179.1Lt/day 清水槽852m3
主機械IHIクロスコンパウンドインプルーズ舶用タービン機関×1 出力（連続最大)40,000PS(83RPM)
(常用)36,000PS(80RPM) 主汽缶IHIMDM1001型61.2kg/cm2G×515℃×87t/h×2
発電機（ターボ)1,800kW×AC60Hz×450V×1,800rpm×2 (ディーゼル)460kW×AC60Hz×450V×1,800rpm×1
送受信機（主) 1.5kW×1, 0.07kIV×1 速力（試運転最大) 16.997kn (満栽航海) 16.6kn
航続距離26,270浬 船級・区域盗格AB遠洋 船型平甲板型 乗組員60名
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輸出撒積貨物船29EKIM

船主D.B.TurkishCargoLines(Turkey)
石川島播磨重工業株式会社呉第一工場建造（第2546番船） 起工51－5－18 進水51－8－27
竣工51－12－2 全長206.989m 垂線間長197.000m 型lig 32.200m 型深18.300m
満戦喫水13.335m 総|噸数33,485.67T 純噸数21,223.0T 載貨重量60,554t
貨物艫容職（グレーン)66,806.311n3 艫口数7 燃料油槽3,276.18m3 燃料消費量49.07t/day
清水槽273.58ma 主機械IHISulzer7RND76型ディーゼル機関×1
出力（連続最大) 14,000PS(122RPM) (常用) 12,600PS(117.8RPM)
補汽缶IHIAV型7kg/cm2G×Sat.×1.5t/h×1 発電機（ディーゼル)500kW×AC60Hz×450V×720rpm×3
(非)30kW×AC60Hz×450V×1,800rpm×1 送受信機1.51<W×1 0.02kW×1
速力（試運転最大)17.04kn (満載航海) 14.8kn 航続距離19,798浬 船級・区域資格AB遠洋
船型平甲板型 乗組員37名

ベラ

輸出撒積貨物船VELA

船主VelaMaritimeCorporation(Liberia)
日立造株式会社舞鶴工場建造（第4503番船） 起工51－1－19 進水51－6－28 竣工52－1－14
全長225.055m 垂線間長215.00m 型IIR 32.20m 型深17.80m 満載喫水12.465m
満載排水量71,815Lt 総噸数30,325.74T 純噸数23,361T 載貨重通60,552Lt
貨物艫容職（ベール)71,913.6ms (グレーン)74,19131n3 艫、数7 デリックブーム5t×14
燃料油槽3,788.07m3 燃料消出量49.7t/day 清水槽440.38m3
主機械日立B&W8K74EF型ディーゼル機関×1 出力（連続最大)15,000PS(124RPM)
(常用)13,700Ps(120RPM) 補汽缶AalborgAQ3/35型×1,排汽ガスエコノマイザ×1
発電機（ディーゼル)475kVA×AC450V×60Hz×720rpm×3 送信機（主) 1.5kW, 0.4kW×各1
(補) 120W×1 受信機（主) 1 (補) 1 速力 （試運転最大) 17.43kn (満栽航海) 15.1kn
航続距離23,020浬 船級・区域盗格AB遠洋 船7Ⅲ平甲板型 乗組興34儲 同型船IVORY
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オーシャン ローズ

輸出撒就貨物船○CEANROSE

船主PacificGlobalTransport (Liberia)Inc. (Liberia)
株式会社大阪造船所建造（第369番船） 起工51－4－13 進水51－7－21 竣工51-10－19

全長185.500m 垂線間長175.000m 型illR 26.000m 型深15.500m 満戦喫水11.157m(ext.)
満載排水量41,789t 総噸数19,701.72T 純噸数13,797T 載貨重量34,475t

貨物鑓容積（ベール) 41,323ms (グレーン)44,817m3(含T-W.T) "L|数5 デツキクレーン 10t×5
燃料油槽2,164.9m3 燃料消費量41.8t/day 清水槽432.4m3
主機械三菱Sulzer7RND68型ディーゼル擬関×1 出力 （連続最大) 11,550PS(150RPM)
(常用) 10,395PS(144.8RPM) 補汽缶コクランコンポジツト×1

AC450V×60Hz×3'×475kVA×720rpm×3 送信機（主) 12kWSSB×1 (非)50W×1
(主）全波×1 （非）全波×1 速力 （試運転最大)17.566kn (満戦航海) 14.9kn
16,790浬 船級・区域盗絡AB遠洋 船淑ウエル甲板型 乗組員37名

発電機
受信機
航続距離

パi､リシァ

輸出撒積貨物船PATRICIA

船主AStarteCarriersLtd. (Liberia)
.住友重機械工業株式会社浦賀造船所建造（第997番船） 起工51－8－2 進水51－10－14
竣工51－12－15 全長162.00m 垂線間長152.00m 型幅25.20m 型深14.70m
満載喫水10.594m 総噸数15,056.16T 純|噸数9,79690T 赦貨重雄32,789t
貨物艫容積（グレーン)32,479m3 艫口数3 デッキクレーン 15.3t×2 25.4t×2
燃料i｢I1"rl,725ms 燃料消費量33.2t/day 清水槽420m3
主機械住友Sulzer6RND68型ディーゼル機関×1 出力 （連続最大)9,900PS(150RPM)
（常用)8;400Ps(142RPM) 袖汽缶電汕専焼式1,200kg/h×7kg/cm2G×1,
排ガスエコノマイザー1,200kg/h×7kg/cm2G×1 発電機（ディーゼル)820kW×AC450V×60Hz×2
送信機（主）1 （補）1 受信機（主）1 （補）1 速力（試運転最大)16.691kn (満載航海)14.10kn
航続距離16,000浬 船級・区域資絡NK遠洋 船型船首楼付平甲板型 乗組員40名
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霧
結露･氷結から視界をまもりま戎
変わりやすい海洋気象、飛び散るしぶき、吹きつける

氷雪、操舵室の窓は、 どうしても曇りがちです。

て翻もヒー|､ライトCの窓なら、いつも快適な視界を

お約束します。ヒートライトCは、ガラス表面に薄い

金属膜をコーティング、して通電発熱させ、曇りだけで
なく、氷結を防ぎ、融雪もする安全な窓ガラスて駁す。

もちろん金属膜は透視の妨げにはなりませんし、被膜

の保護や感電防止は万全で､すbまたまんいち割れても

破片の飛び散らない安全な合せガラスですb

ヒートコヨローﾛーラー
※あわせて、ヒートライト製品の姉妹品、 ヒート

コントローラーのご使用をおすすめしますb

ヒートコントローラーは、自動的に使用適正温度

を保ちますので､ON｡OFFの手間がいりません。

●旭硝子結露｡氷結防止作用、融雪作用のある安全ガラス

ヒートライ■車⑨⑮ IOOWni〔lflI千代1，lx丸の内2－1－2(下代111ピル）

a(03)218-5339(lli*ili機ｷ,l･尚堆部）

支店一束)i(･人阪･WMhil名【17ﾉ農･礼'汎イ,'1台.磨肋
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小脚長溶接を可能にした
水平すみ肉溶接専用棒

棚

血

〆

の点でも問題があります。

そこで当社ではすみ肉専用棒<eFI-120

G>を改良するとともに、小脚長溶接専用ト

ラックオート <T-614>を開発しました。こ

れらの組合せによりすぐれた小脚長すみ肉溶

接カド可能になレノました。

’ 中小型船、鉄骨構造物などの溶接作業にお

いて、所要脚長4～5mmの小脚長溶接が多く

使われております。しかし従来の鉄粉酸化鉄

系溶接棒<eFI-120G>による重力式すみ

肉小脚長溶接では溶接棒のたわみ、仮付部の

手直しの増大、ルートギャップへの対応性な

どの問題があり、太径棒により指定脚長以上

のビードを置いているのが現状です。

しかし不必要に脚長を大きくすることは、

I溶接ひず…大さ…かりで葱<纒済性

目霊戟溶梼工業
本社●東京都中央区築地3-5-4中川築地ビル念03(542)861 1

営業所●札幌/仙台/小山/千葉/横浜儲岡/名古屋/富山/大阪／

高松/岡山/広島/北九州/長崎

ーｰ一 一一一一 －一＝一一 閂一画一一一一 ＝一一一

－2(）一
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ｲ船体付バルブ・鋳鋼製フランジタイプ
鍾色バルブ､株式舎社Model:720－20型(口径250mm)

巴バルブはI断唆の'0;加性とl耐久性が巴式バタフライバルブは信頼性の高い船体付バルブと

喫求される"船体付弁"として、船舶 して、各種船舶の主要な部分に使われています。
●主冷却海水ポンプ低位海水吸入弁 ●主椴シリンダーおよびピストン用

関係ffの〃々からII倒的なご妙#を ・主冷却濤水ポｿブ悪位海水吸入弁 満水冷却器海水吐捨弁

いただいていますもたとえばKI1I[ ｡冷諏機海水冷却ンプ 。工ゼクターボンブ海水吐繪弁低位海水吸入弁 ●補助満水冷却基海水吐桧弁

のMサンのおI;門によりますと、従来 ・冷凍掛毎水冷却ﾎﾝﾌﾞ ･中間軸受冷却海水吐捨弁
語位海水吸入弁 ●ビルジバラスト、甲板洗溌ポンプ

４
１

輸隠

プ
卑 あ

…男子 簡泣海水岨人弁 、ヒルンハフスト

のバルブは巡行後に点検したところ‘ ・停泊用発電機海水冷却ポンプ 低位海水吸入弁
●ビルジバラスト、甲板洗詰ホンフ

カキ粒の付ｲ‘；などによってｼｰﾄliliの批傷が多発” これの除』《 ・麗蕊撫氷冷却水ソフ 高位…入鈴
とすり合わせ作熊などで｜11,11のI数を典していたそうです。 高位海水吸入弁 ・ピﾙジバﾗｽﾄ甲板洗溌ネンフ

⑦冷却機濤水冷却ポンプ吐捨弁 海水吐捨弁

ところが巴式(720ﾉ則)を採川してからは、これらのムダを‐蹄。 。主擬空気冷却器海水吐桧弁 ・非常用消防ホﾝ海水吸入弁
●テイーゼル発電擬海水吐拾弁 ●ビルジ吐捨弁

クレームなし･〃という好成紙を収め､「コス'､やイージーメンテ 、グリーソビルジ吐權弁

黒蝋糾溌職轍職$殖麦雨汚荊砿荊
水には抜群に蚊く IIIII時の蕪帝,ド|がJI稲に11.Jい、保'､1:点検もL－－p･ﾛ｡･･｡････････ﾛ･ﾛﾛ･ﾛ画･ﾛﾛ･ローーロ･ローーロ･ﾛJ

率社.営蕊所大諏市西区薪冒】】曲4 5 i〒550念06鴎1.2お1代TEX525-6296

容勢､操作もII端快など､Uの技術が!;､「illiされたものと|1;じます 典京酋翌所典京茄子侭田区挿”1.:下司11〒10|恋0325265部にTEX222 2381

K菫工様からF年間運行後の
ギャランティードｯｸでクレーム･ゼロ′
という､嬉しいお言葉をいただきました。
巴式バタフライバノ

認・許可を得ておf
特許申請中です。
●運輸省海運局(J,G.)
●日本海率協会(N.K.)

●ノルウェー船級協会(N.

●ロイド船級協会(L.R.) PB.－325使用許可
●ビューローベリタス船級協会(B.V.)

111-3-5, 66-3433／BE/mk

鴬
●アメリカ船級協会(ABS)S-5492

●ジ4，一マニー船級協会(G.L. )
2762/HV/Th/MV
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IMPROVEsEAKEEPHNGandINcREAsE
MANEUVERABpLUTYwithproductsfrom

FLUMESTAB皿ロブATIONSYSTEMSADIvIsIoNoFJOHNJ･MCMULLENASSOCIATES, INC｡
OneWorldTradeCenter･Suite#3000 ・NewYork,N.Y.10048,RepresenlativesthrDu9houllheworld．

FPROPELLER

NOZ>IFSYSTEM

チェス泣巫

○推力の増大

○操船性能が向上

○装置が簡単。安価

○浅吃水船に使用できる

1
J

’
(株)マスミ内燃機工業所

本 社東京都中央区勝と．き3･3･ 12 5TEL

清水営業所清水市入船町8-16TEL

(532)-1651

(53)-6178
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輸出撒積貨物船CAPEOTWAY

船主WoodstockLimited(U.K.)

三井造船株式会社千葉造船所建造（第1093番船） 起工51－6－15 進水51－11－13 竣工51－12－27
全長17900m 垂線間長170.00m 型幅27.00m 型深14.80m 満載喫水10.677m
総噸数20,81903T 純噸数11,509.51T 載貨重量32,504t 貨物艫容積（グレーン) 38,103．3m3
艫口数5 デッキクレーン 16t×4 Cont.搭戦数Ref.cont. 20個20' ISO2個(No.3Holdのみ）
燃料汕糟1,983.3m3 燃料消費量43.9t/day 清水槽1,019.1m3
主機械三ﾅ|:B&WDE7K74EF型ディーゼル機関×1 出力（連続最大) 13,100PS(124RPM)
(常用) (91%Mco)11,900Ps(120RPM) 補汽缶コンポジツトAalbprgAQ-5
発電機（ディーゼル)560kW×3 送信機（主) 1.5kW×1 (補)60W×1 受信機（主)1 (補) 1
速力 （誠逆転最大) 17.50kn (満載航海) 15.6kn(CSOwithl5%SeaMargin) 航続距離14,450浬
船級・区域資格LR遠洋 船型船首楼，船尾楼付平甲板型 乗組員39名

23－ネブチューン パール

輸出コンテナ船NEPTUNEPEARL

船主NeptuneOrientLinesLtd (Singapore)
石川島播磨重工業株式会社呉第一工場建造（第2524番船） 起工51－3－16 進水51－6－25
竣工51－10－12 全長222.000m 垂線間長207.000m 型幅32.200m 型深19.000m
満戦喫水11.525m 純噸数17,021.18T総|噸数31,076.55T 戦貨亜量30,933t
艫口数29 Cont.搭戦数20' 1,089個40'573個20'換算1,569個 燃料油槽7,164.3m3
燃料消費量142.1t/day 清水槽435.3m3 主機械IHISulzerl2RND90M型ディーゼル機関×1
出力 （連続最大)40,000Ps(122RPM) (常用)36,200PS(117.8RPM) 補汽缶9.5kg/cm2G×Sat.×12.5t/h×1
発電機（ターボ)1,100kW×AC60Hz×450V×1,800rpm×1 (ディーゼル)1,100kW×AC60Hz×450V×720rpm×2
送受信機（主) 1.5kW×1 (補)007kW×1 速力 （試運転最大)26.48kn (満載航海)23.0kn
航続距離19,600浬 船級・区域資格LR遠洋 船型平甲板型 乗組員37名



ラボー

輸出撒積貨物船LAVAUX

船主HelicaS.A・ (Switzerland)

三井造船株式会社玉野造船所建造（第1062番船） 起工51－6－1 進水51－9－6 竣工52－1－18
全長179.700m 垂線間長171.000m 型幅25.000m 型深13.700m 満載喫水9.767m
満載排水量35,802t 総噸数17,874.26T 純噸数10,746.39T 載貨重量28,306t
貨物艫容積（グレーン)37,828.0ma 総口数6 デッキクレーン 15Lt×6

燃料油槽F01,801.6m3 D.0. 182.1m8 燃料消費量45.8t/day 清水槽204.3ms

主機械三井B&WV7K67GF型ディーゼル機関×1 出力（連続最大)13,100PS(145RPM)
(常用) 11,900PS(140RPM) 補汽缶舶用水管竪型1,400kg/h×7kg/cm2×1
発電機ダイハツ6PSHTC26D型AC450V×560kur×3 送信機（主)SAITMT430B,MTB1600×1
(補)ET130B×1 受信機（主)SAITMR1406A×1 (補)MR1406A×1 速力（試運転最大) 16.98kn
(満載航海)15.37kn 航続距離13,000浬 船級・区域資絡LR遠洋 船型平甲板型
乗組員38名 同型船LOSANDES
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"III撒積貨物船BOGASARI SATU

船主P.T・BogasariFlourMnls. (Indonesia)
林兼造船株式会社長崎造船所建造（第848番船） 起工51－7－1 進水51-10-14 竣工52-1-26
全長174.00m 垂線間長166_00m 型幅22.86m 型深14.50m 満載喫水10.449m
満載排水量33,460.27t 総噸数16,916.63T 純噸数11,149.33T 載貨重量26,432.32t
貨物鎗容砧（ベール)33,766.39m3 (グレーン)34,390.20ms 艫口数5 デッキクレーン25t×4
燃料油槽2,197.52m3 燃料消費量32.9t/day 清水槽404.09m3
主機械IHISulzer6RND68型ディーゼル機関×1 出力（連続最大)9,900PS(150RPM)
(粥用)8,910PS(144.8RPM) 補汽缶コクランコンポジット型1,200kg/h×1
発電機AC440kW×445V×650PS×3 送信機（主) 1.5kW×1 (補)50W×1 受信機（主）金波×1
(補）金波×1 速力（試運転最大) 17.081kn (満戦航海) 14.50kn 航続距離15,000浬
船級・区域資格KBI及びNK遠洋 船型船尾楼付平甲板型 乗組員35名

アクミ

輸出撒積貨物船AKMI

船主AkmiShippingCorp.(Greece)
株式会社名村造船所大阪工場建造（第443番船） 起工51－6－3 進水51－10－1 竣工52－1-21
全長177.03m 垂線間長167.00m 型幅22.90m 型深14.50m 満載喫水10.403m
澗戦排水量33,490t 総噸数16,080.10T 純噸数10,797.85T 載貨重量26,873t
貨物艫奔積（ベール)32,589m8 (グレーン)37,236m3 艫1ｺ数5 燃料汕槽A.0. 143.9m3
C.0. 1,719.2ms 燃料消費量A.0. 1.9t/dayc.0. 38.9t/day 清水槽F.W. 114.0m3 D.W. 46．6m3
正機械三炎Sulzer7RND68型ディーゼル機関×1 出力（連続最大) 11,550PS(150RPM)
(常用) 10,400PS(145RPM) 補汽缶コクラン7kg/cm2×1,200kg/h×169.6｡C×1
発電擬AC60Hz×500kVA×450V×3 送信機（主)NSD18 (補)NSC16 受信機（主)NRD71
(補)NRD30 速力（試運帳最大) 17.60kn (満栽航海) 15.0kn 航続距離15,000浬
船級・区域盗格LR遠洋 船型ウエル甲板型 乗組員36名 同型船ILENA
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モーニング グローリー

輸出木材／撒積貨物船肌ORNINGGLORY

船主MornmgGlOryNavigationLtd. (Liberia)
株式会社金指造船所清水造船所建造（第1175番船） 起工51－7－28 進水51－10－30
竣工52－1－31 全長175.84m 垂線間長165.00m 型li5 25.40m 型深13.40m
満載喫水9.636m 満載排水量32,602t 総噸数15,355.91T 純噸数10,707T
載貨重量25,884t 貨物艫容積（ベール)31,773m3 (グレーン)35,946m3 艫口数5
デリックブーム25t×5 燃料油槽A.0. 152m3 C.0. 1,684m3 燃料消費量32.3t/day
清水槽358m3 主機械川崎MANK6Z70/120E型ディーゼル機関×1
出力（連続最大)9,300PS(145RPM) (常用)8,400Ps(140RPM) 補汽缶サンロッド型1,500kg/h×7kg/Cif,2×1
発電機（ディーゼル）ヤンマ－6UL-UT型600PS×AC445V×360kW×3 送信機（主)MF,IF400W,
HFSSB1.5kW(補)MF50W 受信機（主）金波（補）金波 速力 （試運転最大) 17.220kn
（満載航海)14.5kn 航続距離16,286浬 船級・区域資格AB遠洋 船型凹甲板型 乗組員38名

ギャラント パイオニア

輸出貨物船GALLANTPIONEER

船主GallantTransport,S.A. (Panama)
三井造船株式会社玉野造船所建造（第1085番船） 起工51－7－2 進水51－8－26 竣工51-12-10
全長148.394m 垂線間長140.000m 型幅22.600m 型深13.500m 満載喫水10.020m
満載排水量24,952t 総噸数11,722.69T 純噸数7,160.57T 載貨重量19,205t
貨物鮪容積（ベール)22,659.1m3 (グレーン)24,028.0m3 艫口数4 デリツクブーム lOt×2, 8.5t×2,
2t×1, 09t×1 燃料油槽FO1,4900m3 D.01767ma 燃料消費量約30t/day 清水槽351.6m3

主機械三井-B&W7K62EF型ディーゼル機関×1 出力 （連続最大)9,400PS(144RPM)
（常用)7,990PS(136.5RPM) (85%MCO) 補汽缶舶用水管竪型1,500kg/h×7kg/cm2×1
発電機ダイハツ6PSHT-26D型650PS×720rpm×AC450V×420kW×3
送信機（主）協立T-120C-SSB(1.2kW)×1 (W)T-UO75-14×1 受信機（主）協立RA-001×1
（補)RA-601B×1 速力 （試運転最大) 18.35kn (満載航海) 15.02kn 航続距離13,200浬
船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板型 乗組員37名 同型船BRAVEPIONEER
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輸出多目的貨物船SILVERPEAK

船主S1verNavigationS.A・ (Panama)
今治造船株式会社今治工場建造（第358番船） 起工51－6－28 進水51－9－27 竣工51－11－18
全長146.68m 垂線間長136.00m 型liim 22.86m 型深12.20m 満載喫水9.054m
満救排水量22,293t 総噸数9,873.47T 純噸数7,381.84T 載貨重量16,941t
貨物艫容積（ベール)21,151.97ms (グレーン)22,507.16m3 艫'二|数4 デリックブーム 17､5t×4
燃料油櫓1,369.23m3 燃料消費量162.309/PS/h 清水槽400.67m3
主機械赤阪鉄工所6UEC52/105E型ディーゼル機関×1 出力 （連続最大)8,000PS(175RPM)
(常用)7,200PS(169RPM) 補汽缶自然循環式6.0kg/cm2 発電機400kVA×320kW×900rpm×2
送信機（主)NSD-15901kW×1 (非)NSD-110675W×1 受信機（主)NRD-10全波（補)NRD-1003全波
速力 （試連!|蚤最大) 16.832kn (満載航海) 14.1kn 航続距離13,400浬 船級・区域資格NK遠洋
船型凹甲板型 乗組員36名

傘両々掴

■

QUIKSETEP
ITロア3SR

⑨

銅製ライナーに代わる注入式樹脂ライナー材

(主機据え付け用としてNK,ABSの承認取得済）

●エンジンベッド､フレーム等の機械加工なしで、

安全かつ確実な機器の据え付けが可能です。

●ライナーの機械加工､グラインダー仕上げ、

取り付け、取り外し力：不要です。

●大IIIMな工期のﾀ馴笥とコストダウンが得られます。

●作業が簡単で熟練を必要としません。

●鋼製ライナーのような腐蝕がなく、騒音や

振動を防止します。

式会計基.蕊爵
東京都中央区新富1－1-5(新中央ピル8F）
迩鐇:03(552)7781㈹テレックス:2523688(ICANSPJ)
兵庫県神戸市生田区中国丁通り3－5（桑田ピル4F）
地話:078(351)6870テレックス:5622672(ICALPSJ）日本
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輸出貨物船EVER納○REASCENDANT
船主EvermoreAscendantShippingS.A・ (Panama)
三重造船株式会社建造（第173番船） 起工51－8－16 進水51－10－29 竣工52－1－19
全長14500m 垂線間長136.00m 型幅2180m 型深12.40m 満栽喫水9.3195m
満載排水量20,602t 総噸数9,715.92T 純噸数7,228.70T 載貨重量15,804t
貨物総容積（ベール)20,661ms (グレーン)22,486m3 艫口数4
デリツクブーム22.0t×3, 80t×1デツキクレーン 150t×1 燃料油槽F0. 994.8m3DO. 314.8m3
燃料消費量1509/PS/h 清水槽363.2m3 主機械新潟鉄工S.E.M.TPielstickl4PC2-5V型
ディーゼル機関×1 出力（連続最大)9,100PS(520RPM) (常用)8,190PS(502RPM)
補汽缶重油焚サンロッド型常用圧力7kg/cm2,制限圧力8kg/cm2 発電機425kVA×2
送信機（主)1kW×1 (補)75W×1 受信機（主）全波×1 (補）全波×1
速力（試運転最大）18.479kn (満載航海) 15.20kn 航続距離10,600浬 船級・区域資格NK遠洋
船型凹甲板船尾機関型 乗組員36名 同型船EVERMOREBLOOM

28－ 輸出貨物船ぐれいす
GRACE

船主AdasShippingCo.,Ltd. (Panama)
波止浜造船株式会社建造（第613番船） 起工51－5－6 進水51－7－16 竣工51－10－28
全長138.20m 垂線間長128.00m 型幅21.40m 型深14.00m 満載喫水9.524m

純噸数7,248.92T満載排水量20,579.68t 総噸数10,481.55T 載貨重量15,878.69t
貨物鎗容積（ベール)21,740.26m3 (グレーン)21,418.59m3 艫口数9
デリックブーム 15t×1,32t×2, 20t×1 燃料汕槽1,462.89m3 燃料消費量20.2t/day 清水槽615.04m8
主機械日立B&W950VBF90型ディーゼル機関×1 出力 （連続最大)5,500PS(207RPM)
（常用)5,000PS(200RPM) 補汽缶竪型油焚煙管式排ガス併用型600kg/h×7kg/cm2×1
発電機西芝電機300W×900rpm×2 送信機（主) 1kW×1 (補)75W×1 受信機（主）金波×1
（補）全波×1 速力 （試運転最大) 15.330kn (満戦航海) 12.7kn 航続距離15,000浬
船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板船尾機関型 乗組員30名
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日之出汽船向

重量物運搬船

春日丸

(18,614DWT)

尾道造船・尾道工場建造

(本文38頁参照）
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輸出貨物船sARuNTAm

船主HKHiongGUanLinesCorporation(Panama)
大島ドック株式会社建造（第630番船） 起工51－7－8 進水51-10-25 竣工51-11-30
全長106.43m 垂線間長97.95m 型幅16.40m 型深8.15m 満載喫水6.703m
満載排水量8,398.95t 総噸数3,725.ooT 純噸数2,502,18T 載貨重量6,304.64t
貨物鎗容積（ベール)7,696m3 (グレーン)8,389m3 艫口数2 デリックブーム 15t×4
燃料油槽A.0.122.2m3 C.0. 477.2m3 燃料消費量13.5t/day 清水槽482.7m3
主機械赤阪鉄工6UET45/75C型ディーゼル機関×1 出力（連続最大)3,800PS(230RPM)
(常用)3,230PS(218RPM) 補汽缶コクランコンポジット500kg/h×1
発電機西芝電機200kVA×445V×900rpm×2 送信機（主)500W×AC440V (")75W×DC24V
受信機（主)×1 （補)×1 速力 （試運転最大) 16.104kn (満載航海) 12.40kn 航続距離9,200浬
船級・区域資格NK遠洋 船型ウエル甲板型 乗組員30名

１
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輸出貨物船ALWASITTI

船主IraqiMaritimeTransport.Co. (Iraq)
株式会社新浜造船所建造（第710番船） 起工51－5－10 進水51－8－30 竣工51－12－23
全長115.60m 垂線間長104.00m 型幅18.90m 型深10.60m 満載喫水6.896m
御|蝋排水量8,982.1t 総噸数3,431.45T 純噸数2,104.52T 赦貨重量5,901.0t
安物艫容積（ベール) 11,016.3m3 (グレーン) 11,764.5ms 冷凍貨物艫100m3 艫口数3
デリックブーム 15.5t×2, 5t×3 ､ COnt.搭戦数8'×8'×20'×90個 燃料油槽682.87ma
燃料消費量20.8t/day 清水槽236.92m3 主機械赤阪鉄工6UEC52/105D型ディーゼル機関×1
出力 （連続最大)6,200PS(175RPM) (常用)5,580PS(169RPM)
補汽缶コクランコンポジット7kg/cm2×1,000kg/h(油焚),1,000kg/h(排ガス）
発電機600kVA×AC385V×3 送信機（主)1.5kWSSB×1 (補)600WMF×1 受信機（主)R554×1
（補)REI×1 速力（試運転最大) 17.37kn (満赦航海) 15.5kn 航続距離10,500浬
船級・区域黄絡LR遠洋 船型凹甲板型 乗組員44猫 同型船ALFARABI
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輸出コンテナ／一般貨物船BEI_LRANGER

船主ReedereiErichHanisch(WestGermany)
鹿児島ドック鉄工株式会社建造（第95番船） 起工51－8－23 進水51－9－29 竣工52－1－14
全長80.00m 垂線問長72.00m 型幅13.55m 型深6.80m 澗赦喫水3.85m

2,594t "IIIMi"499T """_.297T JI満載排水量2,594t 』|世貨重量1,580t
貨物艫容秩（ベール) 110,300ft3 (グレーン) 124,600ft3 艫口数1 Cont・搭載数20' 122個
燃料油梢130m3 燃料消費量8t/day 清水槽53m3
主機械西独MAK6M453AK蝋ディーゼル機関×1 出力（連続最大)2,100PS(600RPM)
(常用)2,100PS(600RPM) 発電機200kVA×2, 230kVA×1 送信機（主)400MM7SSB
受信機（主）1 速力（試運転最大) 13.85kn (枇戦航海) 13.15kn 航続距離4,000浬
船級・区域資絡GL遠洋 船型船首楼付平甲板型 乗組員12名

－34－ ベドマン

輸出ブイ設標船PED○州AN

船_kMinistryofCommunications,Malaysia(Malaysia)
株式会社臼杵鉄工所臼杵造船所建造（第952番船） 起工51－3－25 進水51-6-8 竣工51-10-6
全長5411m 垂線間長46.00m 型幅(mld)10.60m 型深(mld)4.30m 満載喫水3.00m
総噸数72536T 純噸数178.68T カーゴウインチ7.5t×30m/min×1(川亜） 燃料油糟77.46m3
燃料消費量17499/PS･h 清水槽104.80m3 主機械ヤンマ－6MA-DT型ディーゼル機関×2
（補）ヤンマ－6KFL型ディーゼル機関×2 出力 （連続最大)550PS×2(900/373RPM)
（常用)383PS×2(850/352RPM) 発電機140kVA×405V×3'×4P×1,500rpm×2(大洋電機）
送信機VHF/FMJHV-2B×3 JSB1025150W 受信擬NRD-10 速力（試運転最大)12113kll
（航海)10.5kn 航続距離3,500浬 船級・区域資絡NK 船珊船首楼付一府甲板咽 乗組員40名
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2月のニュース解説 編集部○海運造船問題

●一般政治経済問題 1月21日～2月20日

1月24日○運輸省はこのほど造船関連工業生産高の70％ 11.9％増より小幅で， とくに製造業は1－6

（月）を占める約200社を対象に，昨年11月牛定見 月に前期比マイナス1.0%と低調となってい

通し調査を実施し，その結果の概要を発表し る。

た。それによると， 49年度の造船関連工業の 4日(金)○日本造船工業会は昨年1－12月の労働災害発

生産高は7,804億円でこれを100とした時の51 生状況をまとめた。それによると休業災害発

年度の指数は102, 52年度96, 53年度93とな 生件数1,130件で前年比30.5%減。また休業

る見通しである。しかし，業種間のばらつき 度数率は2.77と，初めて3．0の大台を割るな

が極端で，特にタンカー関連工業は壊滅に近 ど，休業災害発生件数，死亡災害，休業度数

い状態に追い込まれることが明らかになっ 率，強度率とも史上最高を記録した昨年実績

た。 を上回る好内容だった。

●大蔵省の発表によると51年のわが国の輸出は 10日(木)●米国が3月から実施する「200海里漁業専管

前年比21％増の660億ドル，輸入は同13％増 水域」に対応した新しい日米間の漁業協定が

の561億ドルとなり，差し引き99億ドルの黒 ワシントンで調印された。わが国が「200海

字と過去最高となった。この結果経常収支で 里」を認めて漁業協定を結ぶのは初めて。

37億ドル，総合収支は29億ドル，いずれも石 「長期協定」と「暫定協定」の2本立てで，

油ショック前の47年以来4年ぶりの黒字に転 日本側は3月以降，米国の200海里以内で操
じた。 業する場合，米国側が決めた漁獲割当量を守

25日(火)○日本輸出銀行はこのほど， 52年度財政投融資 り，漁狸量と漁船トン数によって計算される

計画に基づく融資計画を明らかにした。 これ 入漁料を支払うことになる。

によると総貸付額は1兆2,830億円で， とく 14日(月)○運輸省海運局は， 内航木船業者を中小企業事
に開発途上国向け，資源開発関係プラント輪 業転換指定業種に指定するよう中小企業庁と

出全体で7,030億円（前年度比30%増）を振 折衝を続けているが， このほど同庁もこれに
り向ける。また，船舶輸出は2,450億円（同 ほぼ同意し，指定は確定的となった。同業種

16.1％)， プラント輸出4,630億円（同23.5% に指定された場合，中小企業金融公庫をはじ

増）などとなっている。 め政府金融3機関から融資が受けられるほ

2月’日○インドネシアはこのほど定期船同盟憲章条約 か，信用保険制度や租税特別制度利用などの

（火）を批准した。この結果， これまでの批准国は 優遇措置が与えられる。

18ケ国で，その船腹量は265万総トン(世界船 ○日本船舶輸出組合はこの日’ 1月中の輸出船
腹量の3.64％）となった。なお，同条約の発 契約実績を発表した。それによると500総ト
効要件は24ケ国， 25％となっている。 ン以上の新規契約は20隻， 28万6,100総トン，

2日(水)○運輸省海運局は51年度（1月一12月）の海外 528億4千万円で前月実績に比べ'隻数， トン，
売船許可実績をまとめ発表した。それによる 金額とも大幅な減少となった。 これで4月

と貨物船139隻， 992千総トン， タンカー33 から1月までの輸出目標達成率はトン数で

隻， 1，383千総トンの合計172隻， 2,375千総 123.9％， 金額で87.5％である。 また契約内
トンとなった。これは前年度を若干上回るも 容では，金額ベースで円建て97.4％，延払い

のであり，売船先は隻数でパナマ， トン数で 50％，商社契約が35.5％となっている。

リベリアがトップにあり，両国で隻数， トン 18日(金)●米政府は77年の外国への総漁狸割当量とわが

数とも全体の50%以上を占めている。 国への配分を水産庁に通告してきた。わが国’

3日(木)●経済企画庁が発表した法人企業の投資動向調 への配分は119万960トンで， 76年の推定漁狸

査結果によると，全産業の設備投資計画は今 実績に比べ11％の減少となっている。

年1－6月に前期（前年7－12月）比で7.2 19日(土)●51年度補正予算案は，衆院本会議で自民と新

％，増えるが， これは昨年7－12月の前期比 自由クラブの賛成で可決,参院に送付された｡
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海洋開発について

発して性能が確められたものはないから，陸上用のプラ

ントでその信頼性を確かめられたものをできるだけコン

パクトに搭載するが， ここで問題になるのは， これら搭

載機器に対する動揺影響である。これを最小にすること

が最も重要であり，そのために周囲に防波堤を設けたり

している。動揺は波により起こるのだが， この波の動揺

に対し，半没水型式が有効であることは知られている。

適当な動揺抑制手段が採られた洋上プラントはその設置

場所が自由になるので，海洋スペース利用には大いに貢

献するであろう。このような船型（といっていいもの

か）の研究の外に，係留の問題も重要である。例えば洋

上プラントの係翻は，単に水平方向の動きを止めるだけ

では不充分であり’上下方向をも含めて全ての方向の運
動を抑制する必要がある。これに対し， テンションレグ

方式がある， これは，予め，係留索に張力を与えてお
き， これにより変動荷重を吸収し，係留しているプラン

トの変位が生じないようにするものであり，上下運動の
抑制に効果がある。とにかく係留技術，特に数値的に係
留方式を決定する技術の確立が必要である。
このように生産基地を洋上につくる他に，海洋という

広大なスペースは物資の貯蔵の場としても多くの可能性
がある。尤も，原油, LPG,鉱石などの貯蔵パージな
どは既にあるが， これも傾向としては，周囲を囲まれた

湾から，次第に開水域へと設置海域が拡大しており， こ

れに伴い，その構造，形式，材料，係留の各方向につい

て開発の必要性が生じてきている。

海洋の物資を貯蔵する方法としては， タンカーを利用

することが一般的ではあるが，波による船体動揺の機器

や人間に与える影響などから， シツプタイプではなく，

半潜水型，潜水型或いは着底式が採用される傾向にあ

る。貯蔵を目的とした構造の材料にコンクリートが用い

られているのは興味深い。例えばインドネシアに曳航設

置されたConcreteTechnology社(U.S.A)のLNG

貯蔵バージはコンクリート製である。 コンクリートは引

張に弱いものであるが， このバージに用いられたのは，

鋼とコンクリートの複合材であるPCコンクリートであ

る。コンクリート系の材料としてフエロセメントや樹脂

今’我灸が住んでいる地球は,その全表面積が5,106,3

96×1081皿2である。これを陸地と海洋に分けるとその面

積の比率は1 ：2.42となり，上下方向の比較を行うと，

世界最高峰エベレストが海抜8,848m,マリアナ海こう

が水深11,034m,であり，海の平均水深は3,495mで陸

地の平均高さの840mの四倍以上である。この広大な海

洋と人間との接点に船舶は位置する。

海洋は昔，交通の場，つまり，陸と陸とをつなぐもの

と考えられていた。これは言はぱ天下の大道であり，船

舶の航行は比較的自由であった。航行を制約したのは人

ではなくむしろ自然であった。或いは食糧や工業原料と

しての海産物の原産地であった。この種の資源の採取も

比較的自由であった。このような時代が長く続いたが，

近来，海洋の持っている意味，利用価値は飛躍的に増大

した。そしてその利用法も多様化した。従って船舶又は

船舶関係技術の海洋開発への応用もその重要さを増して

来たことになる。今回は海洋開発について述べさせても

らうことにする。

海洋スペース利用について

海洋スペースは，その広がりを平面的にも立体的にも

利用することができる。

平面利用の例としては，古くから交通運送の場として

利用されているが，最近の経済的，社会的な要請から，

都市，又は人間の生活又は生産の場を海洋に造ろうとい

う試承が為されている。つまり，環境に悪影響を及ぼす

騒音，悪臭，大気汚染対策として，あるいは工業立地の

不足などの解決策として， また，港湾機能を拡大するた

めに，各種の化学プラント，発電プラント，廃棄物処理

プラント，空港，特殊港湾設備など広範な空間を必要と

する諸設備を，空間的に比較的自由な洋上に設けようと

するものである。

洋上プラントとしては， アメリカはアトランテイツク

市沖合に洋上原子力発電所を設置しようとしており，又

ハワイのオアフ島付近に設腫を計画されている洋上火力

発電所の概念設計が発表されたりしている。洋上プラン

トといってもその搭載機器は，海洋向けといって特に開

－36－
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海洋との接点である。そして船舶は浮揚性，積載性，移

動性もあるとしてきたが， ここにでてきたモノは必ずし

も移動性を必要としない，或いは逆にあってはならない

ノリモノである。海洋の意味が変わってきたのなら船舶

の意味も変わってもよいように思える。海上空港と航空

母艦， まあ兄弟みたいなものであろう。 （技術的な問題

は相当差異があるようだが。）

海洋開発に必要な船舶技術はほぼ出そろい，各々研究

実験或いは実用化が行なわれているが，海洋構造物に於

ける各技術は相互に微妙又は密接につながっている。技

術の組み合せも多種多様であり，又規模拡大の影響も充

分解明されているわけではない。こういう情況で安全で

使用に耐える海洋構造物を造るには， 多くのtryand

errorをしなければならない。しかし,ある程度大きな構

造物が対象となった時， このtryanderrorを一企業

でやるのは無理な話である。いくつかの企業が合同して

行うか，国家的なプロジェクトにして行うか二つに一つ

であるが，開発の公共性から言っても国家的なプロジェ

クトとして開発を行った方がよい。単なる概念設計では

なく，本当に物を造り，維持管理し，それによって得ら

れたデータを広く公表しなければならないのであるか

ら。

海洋は人類に残された最後の宝庫である。しかも人類

全体の宝である。世界的な管理体制のもとにおかれるべ

き性質のものである。特に海洋資源の開発に際しては世

界各国の公平な資源分配のための国際的協調が必要であ

り，我々の子孫へ永くこの豊かな海洋を残してやらなけ

ればならない。そのために海洋の開発は，常に慎重に行

なわれなければならない。

海洋は全ての生物の故郷であると同時に，地球上の生

物の生命を守っている。地球上にこれだけ多くの生物が

生存できるのは海洋のお蔭である。この海洋を開発する

にあたって， 自然の環境サイクルを破壊しないように注

意しなければならない。一度これを破壊したら，その回

復には相当長い年月を要するであろうし，その影響は大

きく又広範囲に及ぶものである。したがって海洋開発に

は広い分野に亘る環境保全のための研究はどうしても必

要である。

含浸コンクリートなどがあり， 日本でも実用化のための

努力が払われている最中である。

このような海洋スペース利用の構想は単にその本体の

設置の承に終るものではない。それは社会と有機的につ

ながるべきものである。当然環境問題にも注意を払うこ

とが不可欠である。従って，そのサブシステムとも言う

べき，防衝堤，防油堤，油回収船，油水分離機やしゅん

せつ船，消防艇などの開発が促進され，従来の使用条件

を大きく拡大することになろう。

さて， このような海洋スペース利用が実現するために

は，そのシステム構成（これは相当広範囲に及ぶもので

ある),浮遊式構造物の形式，係留定位保持，環境保全，

取扱法規が複雑に入り組んでおり，多くの問題点を含ん

でいるが， 日本は海上都市アクアポリス建造の実績もあ

る。官民一体となって努力すればこの種の開発の実現も

そう遠い将来だと考えることもないのではな､､か。

海洋資源利用について

海洋資源には二種類あると思われる。それは海中にあ

るものと海底にあるものである。前者は漁業資源であり

又波力とか潮力，潮汐といった無形のエネルギー（資源

と言っていいかどうか）である。後者は海底鉱物資源

で，海底に蓄積された，石油， マンガンノジュールがそ

れにあたる。

漁業について言えば，領海200海里の影響で採る漁業

から作る漁業へと転換が叫ばれている。海洋エネルギー

については，温度差，濃度差，波力，潮汐，潮力などの

クリーンエネルギーを抽出する技術が研究されている。

波力発電は，既にブイなどに利用されている。

海底資源は，特に石油に関してはその開発活動が活発

である。探査範囲は近年まで大陸棚程度であったのが次

第に深海域，荒海域あるいは氷海域へと拡大の一途をた

どっている。このように環境が過酷になるに伴い，浮遊

椴造物の係留技術や， 自動位置保持技術の開発や，構

造，形状の改良，材料の研究そして，波浪外力の正確な

推定法及び疲労設計の確立が望まれる。

以上の開発は船舶技術なしには達成できないが，そこ

に登場してくるノリモノは船舶であろうか。船舶は人と

－37－
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重量物運搬船“春日丸”について

尾道造船株式会社設計部

揚錨機 電動ポールチニンジ式26t×9m/min l台

係船機 電動ポールチエンジ式8t×15m/min l台

へピーデリックスルーイングウインチ

電動油圧式 65t×0.425m/min 4台

へピーデリックホイスティングウインチ

電動サイリスタレオナード式35.5t×11m/min 2台

へピーデリックトッピングウインチ

電動サイリスタレオナード式35.5t×11m/min 2台

コモンデリックホイスティングウインチ

電動サイリスタレオナード式7.5t×20m/min 3台

コモンデリックトッピングウインチ

電動サイリスタレオナード式7.5t×20m/min 3台

コモンデリックスルーイングウインチ

電動サイリスタレオナード式3t×35m/min 3台

へピーデリックリザープフォールウインチ

電動式3t×20m/min l台

舵取機電動油圧式7.5kw×2, 50t l台

冷凍機（糧食庫用) R-12直接膨脹式11kw 2台

（居室冷房用)R-12直接膨脹式37kw l台

（写真頁30頁参照）

2．2一般計画

本船は車輌，小型船舶，長尺物， プラント類，鋼材鋼

管などの搭載を予定しており，之等の搭載に対して十分

な機能を発揮することを主眼とし，機関及び諸設備につ

いては船内作業の合理化および自動化に特に留意して計

画に当り，次のような特長を有している。

（1）本船の一般配置については長尺重量物の積付に最適

になるように，機関室を出来るだけ船尾に配置し，横

隔壁も規定の枚数より， 2枚減じ，貨物倉を3倉と

し，特に第2，第3貨物倉は41.6mの長大倉とした。

(2) ブリッヂフロントを機関室前端壁よりもかなり後方

に配すると共に，船首楼後端附近の上甲板を船幅一杯

に張り出して，上甲板上の有効貨物スペースの広大化

をはかった。

(3)上甲板上に450tの長尺重量物を縦方向，横方向に

搭載できるよう上甲板賄口縁材， ブルワークは一般船

に比較して強固なものとしてある。

仏）上甲板上および第二甲板は， シヤー，キャンパーは

ゼロとして，長尺物の積付に便利なよう考慮されてい

1． まえがき

本船は31次計画造船として， 日之出汽船株式会社のご

注文により，尾道造船株式会社において昭和51年3月16

日起工，同年7月14日進水, 10月28日と竣工引渡された

重量物運搬船であり，船体中央部に450tのガイレスヘ

ピーデリックが装備されている。これは現在船舶に搭載

された単独のヘビーデリックとしては世界最大のもので

ある。

2． 船体部

2．1 主要要目等

全長 161.47m

長さ（垂線間） 150.00m

幅（型） 23.50m

深さ（型） 13.50m

夏期満載喫水（型) 9.553m

載貨重量 18,614t

総トン数 11,831.97T

純トン数 7,473.81T

航行区域 遠洋区域

船級 NK(NS*,MNS*)およびMO

試運転最大速力 18.06kn

満載航海速力(常用出力15％，シーマージソ含む)15.5kn

航海日数 32日

航続距離 11,790浬

貨物倉容積（グレーン） 22,665.46㎡

貨物倉容積（ペール） 21,619.47㎡

燃料油タンク容積 1,411.77㎡

清水タンク容積 566.25㎡

パラスト ･タンク（含ヒーリングタンク） 5,619.60㎡

乗組員

士官 10名

部員 16名

予備（士官） 3名

予備（部員） 5名

計 34名

旅客 4名

甲板機械

－38．－
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－船の科学一

450tヘピーデリツクを装備しており， その特長として

は450tの吊荷重を掛けたままで360．旋回可能であるこ

とで’従来の舶用へピーデリックのようなガイ操作によ

るブームの旋回ではなく，専用の油圧駆動旋回装置によ

るガイレスで360.旋回できるヘビーデリックである。装

置の主たる構成は船体中心線上にたてたマストの基部ま

わりに回転自由なグースネックリングを設け，その上に

二脚型へピーブームのグースネックブラケットを配しヘ

ビーブームを据付けている。 トッピングおよびカーゴヮ

イヤーはブームの先端からマストトップを経由してマス

ト内を通し，第2甲板上に配置したヘビーウインチに導

いている。なおブームが360｡旋回するためトッピングお

よびカーゴワイヤーが咬み合わないようにマスト内面中

段に導索保持装置を装備している。ブームの旋回は前記

マスト基部に組込んだグースネックリング外周とウイン

チプラットフォーム上に配置した4台の油圧駆動旋回用

ウインチの竪形ドラムとをそれぞれ2本合計8本の旋回

用ワイヤーで巻き合せ，その旋回用ウインチの巻込みま

たは繰出しによりヘピープームを旋回させる。ヘビープ

ームの有効長さは29mで, 50.-450t,45.-400t,38．

-350t, 25c－300tの4重標示としている。

また本デリック装置は船体傾斜5．， トリム2.5mで計

画しており，船体傾斜5。以内を維持するため上甲板下

左右舷にそれぞれヒーリングタンクを配し，デリックの

安全操作のため後述の船体傾斜復元装置を備えている。

その他ウインチ関係の操作はヘピーデリックの傭仰，巻

き上げ，下げおよび旋回の動作がワンマンコントロール

できるよう有線式肩掛け型ポータブルコントローラーを

装備している。

(ﾛ） ガイレス1本デリック

前記へピーマストの前後（第2倉口後部第3倉口前

部）および第3倉口後部に25t基本型ガイレス1本デリ
ックを装備しており，それぞれトッピング，ホイスティ

ング，スリューイングウインチ等により構成されてい

る。ヘビーマスト部に取付けている1本デリックは極力

ヘビーデリックの作動を妨げないように留意し，ホイス

ティングウインチのみウインチプラットフォーム上に，

トッピングおよびスリューイングウインチは第2甲板上

に据付けている。また本船は長大倉口であり荷役可能範

囲をできるだけ大きく取るため第3倉口後部の1本デリ

ックはブームの有効長さを24mとしている。ウインチ関

係の操作は各ギャング毎にウインチプラットフォーム上

に設置したコントロールスタンドにより遠隔操作を行な

う。なおそれぞれのブーム頭部には軽荷重荷役のスピー

ドアップを図るため8tホイップ荷役を考慮し， また上

る。

(5)揚貨装置は船体中央部に貨物を吊ったまま360度の

旋回が可能である450tガイレス式へピーデリック1

基を設け，第2および第3賄口に共用できるようにし

た。また，ヘピーデリックの他に30t (15.5t×2)

ツインクレーン1基を設け，荷役能率の向上をはかっ

ている。

(6) 450tヘピーデリック使用に際しては，船体傾斜を

調整できるように第2および第3貨物賄部の船側にヒ

ーリングタンクを設けている。

(7)乗組員居室は旅客室および予備室の2人部屋を除き

すべて1人部屋とし， また空気調和装置により冷暖房

を行ない航海を快適ならしめている。

(8)主機関としてコンパクトな中速エンジンを採用する

ことによって機関室内の合理的な配置に努めた。

(9)機関部自動化設備としてNK-MOの規則により必

要な操縦装置，制御装置および監視装置を設けてい

る。

2．3船体構造

本船の構造様式は船首尾および甲板間を除く上甲板，

ならびに貨物倉下二重底は縦助骨式とし，其の他の構造

は横助骨式構造とし，中央部ブルワークとシヤーストレ

ーキとの接合部を鋲接構造とするほかは，すべて溶接構

造としている。貨物倉内の上甲板，第二甲板の甲板梁は

カンチレパーの特設梁および特設助骨をもって支持し，

梁柱は設けてない。また第2および第3貨物倉の上甲板

の荷重は倉口縁材プルワークによって支持され， 特設

梁，特設助骨3本で450tの荷重に耐える様十分の強度

を有している。

本船は長尺物搭載のため船首楼後部附近の上甲板は船

側一杯迄張り出し，居住区域も一般船に比べて相当後方

に配置しているため，船首張り出し部の外板については

波浪に対して充分の強度を持つよう留意し，後部居住区

の上部構造は特に振動について細心の注意を払って計画

に当った。

2．4船体艤装

（1）荷役装置

本船の荷役装置としては一般配置図に示す如く，第1

および第2倉口間に15.5t×2ツイン・デッキ・クレー

ン，第2倉口後部および第3倉口前後部に25t基本型カ

イレス1本デリックを3組，第2および第3倉口用とし

て，川崎重工㈱製の450tの最新式カイレス360度旋回型

のヘピーデリックが1組装備されている。

(ｲ) 450tへピーデリック

第2および第3倉口間にガイレス負荷時360．旋回型

－39 －
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よう計画されている。機関制御室には別途にパッケージ

型エアーコンディショナーを設けている。貨物倉は機動

通風装置とし， カーゴウインチスペースおよびポンプユ

ニットスペースには機動排気装置を設けている。

本船の居住区は居住性の向上と日常業務の合理化に意

を注ぎ設計されており，乗組員の憩の場としてカーペッ

ト敷きの和室，娯楽室および喫煙室を設け， これらの室

および食堂は長期の船内生活のため明るさ，楽しさの雰

囲気を加味した色調，パターンをとり入れている｡．

また体育室を設け卓球が楽しめるようにしている。士

官食堂および部員食堂は調理室の両側に配置されてお

り，それぞれセルフサービスロッカーを設けている。こ

の他セルフサービスパントリーを設け，乗組員の便宜を

はかっている。調理室と糧食庫区画の間にダムウェータ

ーを設け，糧食の運搬の便を考慮しており，なお調理室

には製氷機も設備している。

甲板上積荷を考慮して上甲板上のプームレストは取外し

式としている。

⑧ツインデッキクレーン

第1および第2倉口間にシングル使用時は15.5tとし

て2基， ツイン使用時は双方組合せによる30tのデッキ

クレーンを装備しており，シングル使用はそれぞれ15.5

tフックによるものとし， ツイン使用時はそれぞれのカ

ーゴフオールに30tリフティングピームを掛け使用する

もので，その場合それぞれのクレーンの巻上げ，巻下

げ，傭仰ウインチは完全に同調すべく配慮し， クレーン

の可動制限装置として，巻上げ，巻下げ，旋回，傭仰，

衝突防止等を備えている。クレーンの各部材機器類は密

閉型とし，運転台は前方に張出し運転状態が良好なるよ

う留意している。

（2）倉口閉鎖装置

上甲板上倉口蓋はすべてポンツーン型非水密鋼製倉口

蓋でターポリン，ハッチバッテン等による防水とし，倉

口蓋強度については，ユニホームロード2.4t/m2の強度

の他，第2および第3倉口の倉口蓋は船体中心線上にあ

る450tの荷重を倉口部にても支持できる様考慮されて

いる。第1及び第3貨物倉の第2甲板倉口蓋はハッチボ

ード型式でボード7枚を1パネル（2,300mm×2,300m)

としデリック及びクレーンにより開閉を行なう。

（3） ヒーリング装置

第2および第3船側タンクは450tへビーデリックに

よる重量物荷役の際， ヒーリングタンクとして用いられ

る。左右舷のタンクは機関室内に設けた120㎡/h×20m

のヒーリング専用ポンプを介してヒーリングパイプで連

結し，船体傾斜を自由に調整できるよう計画されてい

る。ヒーリング調整は甲板上任意の場所に設置可能な可

搬式遠隔操作盤にて行なわれる。この可搬式遠隔操作盤
には手動移水操作および船体傾斜自動復元装置，その他

荷役時の操作，指示確認に必要な計器類が集約的に設備
されている。また故障などで操作不能の場合，機関室に

設置された制御盤にてヒーリングポンプ，バルブ開閉の

単独制御を行ないヒーリング調整を行なうよう計画され
ている。

船体傾斜自動復元装置は船体傾斜に応じた移水を自動

的に行なわせるものであり，船体傾斜を約0.5｡～1。に

保持するよう調整されている。

（4）冷暖房通風および居住設備

全居室，食堂，娯楽室，事務室および無線室は冷暖房

区画，操舵兼海図室および賄室はスポット区画として一

体型空調機により冷暖房を行ない，冷房時の温度調整は

空調機入口空気側に設けたサーモスタットにより行なう

3． 機関部

3． 1 機関部概要

機関部の計画にあたっては，積荷のスペースを確保す
るために，機関室をできるだけ縮少し，限られた機関室
スペースを有効に利用できるように，機器の選定および
配置が考慮された。

主機関は， コンパクトであり，信頼性と保守性に富む
ことを配慮して,NKK-SEMT-Pielstickl6PC2-5V

型中速ギャード機関が採用された。機関制御室は，主機
関上に配置し，機関室舷側には従来船並のスペースが確
保され，作業がやりやすい理想的な機器の配置が可能と
なった。

さらに， 日立製作所ロツクドトレーン方式減速機を採
用することによって，主機関の開放高さを減じ，天井走
行クレーンの装備を可能にして保守作業の能率向上を計
った。発電装置として，ダイハツ6PSTc-22形単動4サ

イクル，ディーゼル機関直結3相交流発電機3台を装備
しており，発電機の容量は航海中2台，荷役時2～3台
を使用するものとして計画している。蒸気発生装置とし

て，航海中低質燃料油の加熱，暖房用加熱蒸気，その他
必要蒸気供給のため排ガス･エコノマイザ1台，および

停泊中の必要蒸気供給のため補助ボイラ1台を装備して

いる。

機関室第二甲板上に機関制御室を設け’主機関の操縦
および主要機器の監視に必要な計器類を集中化してい

る。さらに，主機関を監視し得るために，機関室中段循

側に工業用テレビカメラを設置し，制御室にはテレビ受

信器を装備して，配置上の問題点を解決した。また，船

湧
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サニタリポンプ 10㎡/h×40m 2台

ビルジ移送ポンプ 10㎡/h×30m l台

ビルジポンプ 2㎡/h×40m l台

清水ポンプ 5㎡/h×50m 2台

台燃料油移送ポンプ 30㎡/h×40m l台

燃料油サーピスポンプ 5㎡/h×30m l台

潤滑油サービスポンプ 5㎡/h×30m 2台

スラッジポンプ 2㎡/h×40m l台

燃料油清浄機DH750T 3台

潤滑油清浄機DH1500T 1台

DH750TW 1台

造水装置 AFGUNO.4 1式

廃油焼却炉VTV-25 1式

油水分離器HS-2F 2㎡/h l台

機関室通風機 600㎡/min 4台

3．3機関部自動化の概要

機関部の自動化装置はNK-MO符号を取得できる装

備とし，種々の監視装置および自動制御計器の集中化が

なされている。

機関室第二甲板上に防音，防熱およびエアコンディシ

ョニングを施した制御室を設け，主機関の遠隔操縦およ

び主要機器の集中監視が行なえる設備としている。

船橋には主機操縦台を装備し， テレグラフ発信器と兼
用した一本ハンドルによる主機関の遠隔操縦が行なわれ

る。また，船橋，機関士の居室，機関部事務室および士

官食堂等に機関室の延長警報盤を装備し，機関室無人の

場合にも異常を監視できる。

制御室内には主制御盤,主配電盤,コンピューティング

ロガー， タイプライタデスクおよび軸馬力計その他自動

化関係の盤類，冷暖房機などを機能的に配置している。

（1）主機遠隔操縦装置

主機関の遠隔操縦は船橋からは電気空気式，制御室か

らは空気式により前後進切換，発停，増減速のすべての

操作が行なえる。

（2） 自動制御

(ｲ）主機

自動危急停止装置， 自動危急減速装臓，

A－C重油の遠隔プログラム変換

(ﾛ）発電機関

自動始動装置， 自動危急停止装置，

制御室よりの遠隔発停装置

㈱補助ボイラ

自動燃焼装置(On-OHおよびHi-Low)

バーナ自動危急しゃ断装侭， 自動給水制御装置，

排ガスエコノマイザ発生蒸気自動圧力調整

橋に主機操縦台を装備し主機の船橋操縦が行なわれる。

機関室内工作室は，作業環境を快適にするよう防熱お

よびエアコンディショニングを施している。

また，船内での廃油処理ができるよう廃油焼却炉，ポ

ルカノVTV-25を1台装備している。

3．2機関部主要目

（1）主機関

形式V形4サイクル，単動トランクピストン，過給機

付中速ディーゼル機関

NKK-SEMT-Pielstickl6PC2-5V×1台

連続最大出力×回転数10,400PS×519/138rpm

常用出力×回転数8,840PS×492/131rpm

（2）減速機

形式水平同心歯車減速式（ロックドトレーン方式）

減速比 3.765 減速段数 2段

（3）軸系およびプロペラ

中間軸 390mlj×5,700m×1

プロペラ軸 480ml×6,000m×1

プロペラ エロフォイル断面4翼一体式×1

5,280m.×3,780m

（4）発電機用原動機

形式 4サイクルディーゼル機関

（ダイハツ6PSTc-22)出力480PS×720rpm 3台

（5）蒸気発生装置

補助ポイラサンロッド形1,2001U/h×7k9/cm2(飽和)1台

排気カス・エコノマイザ自然循環形 1台

1,000k9/h×7k9/cm2(飽和）

（6）補機関係

主空気圧縮機 131㎡/h×251g/cm2 2台

主機用冷却海水ポンプ 500㎡/h×20m 2台

主機用冷却清水ポンプ 320㎡/h×30m 2台

燃料弁冷却水ポンプ 4㎡/h×30m 2台

燃料供給ポンプ 5㎡/h×60m 2台

潤滑油ポンプ 150㎡/h×75m 2台

ロツカアーム潤滑油ポンプ 0．5㎡/h×50m 2台

減速機潤滑油ポンプ 40㎡/h×30m 2台

船尾管潤滑油ポンプ 0．5㎡/h×30m l台

軸封装置潤滑油ポンプ 0.15㎡/h×10m l台

過給機潤滑油ポンプ 4㎡/h×20m 2台

給水ポンプ 2㎡/h×100m 2台

補機用冷却海水ポンプ 200㎡/h×20m 2台

ヒーリングポンプ 1,200㎡/h×20m l台

消火兼バラストポンプ 200/90㎡/×20/70m l台

消火兼雑用水ポンプ 200/90㎡/×20/70m l台

冷房機冷却水ポンプ 75㎡/×30m l台

－41－
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尿素撒積運搬船G6OTONGKOSASIH''

について

三菱重工業・横浜造船所

応用することも可能となる。逆に倉内湿度管理に特段の

配慮をしないならば，荷役装置は多少の固化にも耐えう

るものとして設計されなければならない。いずれを選ぶ

かは，品質保持に対する要求などに応じて決まるもので

あろう。 “ゆりあ丸”は前者の例であり， ここで紹介す

るdGOTONGKOSASIH''は後者に属するものといえよ

う。

d6OTONGKOSASIH''は， 単に建造例の少ない尿素

専用船というばかりではなく，その独特の揚荷装置をは

じめ，幾つかの興味深い特色を有している。以下，本船
の概要について記し，読者の参考に供したい。

（写真頁33頁参照）

1． まえがき

尿素の専用運搬船は比較的めずらしい。昭和44年， 日

本鋼管清水造船所で建造された“ゆりあ丸”が知られて

いるほかは，ほとんど例を見ないようである。海上輸送

される尿素の大部分は肥料用と考えられるが，肥料用尿

素は袋詰めの形でエンドユーザに渡るのが通常であるか

ら，袋詰工程を船積の前段階に置くことによって，本来

パルクカーゴである尿素を一般カーゴに変換することが

できるわけで，必らずしも専用船というものを必要とし

なかったことによるものであろう。

しかし，生産から妓終仕向地までの全輸送システムを

考えたとき，バギングプラントをどこに置くのが最も合

理的かは，積揚地の事情，航海日数，仕向地の分布など

によって左右されるはずである。具体的には，輸送距離

が短く，且つ，一揚地の周辺に最終仕向地が多方面に分

布しているような場合では，船積をバルクで行って荷役

を合理化し，揚地でバギングするという方法が有利とな

る可能性も充分認められるのである。

バルク輸送を考える場合，尿素の嵩比重が0.8前後で

あることからすると，いわゆるバルクカーゴに適した船

であれば尿素の輸送にさして大きな問題はなかろう。た

だ， ここで注意を要するのは，尿素が極めて吸湿性の高

い物質であって，多量の水分を吸収すれば潮解，再固化

を起して，非常に強固なブロックを形成してしまうとい

うことである。したがって湿度の著しく高い，あるいは

雨天の頻度の高い地域での積揚が想定されるケースで

は，一般のハッチカバーを経由する荷役は有効ではな

いo

パルク輸送を指向する理由の最大のものは荷役の合理

化であって見れば，それに用いられる装置は目的に適っ

た効率のよいものでなければならない。ここでも上述

の，尿素の吸湿固化性を充分考慮に入れる必要がある。

雨天荷役を考えれば，揚荷装置はほとんど必然的に，本

船に装備することが必要となろう。尿素輸送中の倉内湿

度を何らかの方法で低位に維持できれば，荷役に際して

尿素を粉体とほぼ同等に扱って，例えば空気輸送などを

2． 本船の概要

6@OTONGKOSASIH''は， インドネシアP.T・Pupuk

Sriwidjaja社（以下PUSRIと略称）殿の発注により

当社横浜造船所が建造した，セルフアンローダ付尿素専
用撤積船である。 PUSRIはインドネシアの公営肥料会
社であって，その生産工場はスマトラ島パレンパンに位
置しているが， このほど従来の設備に加え，新たに50万
トン／年規模のプラントを建設することになり， ここで
生産される尿素の輸送用として本船ほか同型2隻の建造
が計画されたものである。 この新プラントは昨年末完
成， これに合わせて本船が昨年11月20日に竣工し，引き

続き第2， 3船が本年1月末および3月中旬，それぞれ
完工の予定である。なお，同社ではパレンバンエ場の生

産能力を更に拡大する計画があり， このために必要とさ

れる第4船も当社に発注されることが決定した。

周知のとおり， インドネシアでは農業振興が祇極的に

推進されており，国内の肥料需要は極めて大きい。 1－.た

がって，本船は主としてパレンパンから国内の需要地へ

の尿素輸送に適したものとして計画されている。揚荷地

としては， ジャカルタ， スラバヤ， メダンなどの主要都

市が想定されており，実際の消費地はこれらを中心とし

て内陸地に広く分布しているわけである。このようなケ

ースでは、海上輸送の形態として， セルフアンローダを

備えた，ばら積船によるのが合理的となろうことは， ま

l
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えがきで考察したとおりだが, PUSRI社がこの新プラ

ントのプロジェクトを取り進めるにあたっては，海上輸

送システムの計画に米国MarineConR''1tants&Des-

igners社が参画， プ戸ジェクトに最も適した船型とし

て本船の基本デザインがまとめあげられた。

本船の細部について述べるまえに，ばら積貨物として

の尿素の性状を簡単に紹介しておきたい。肥料用として

出荷される尿素は，直径1m程度の粒状に加工されてお

り，ばら荷としての嵩比重は0.75～0.80である。ある種

の金属材料，特に銅に対する腐食性が強いので，艤装材

料などに銅，及びその合金を使用することは避けるべき

である。アルミニュームに対しては無害である。熱せら

れるとアンモニアを放出するが，通常の船内温度であれ

ば極めて微量で，人体への毒性，爆発の危険性などは問

題とする必要はない。さきにも述べたように吸湿性が強

く，水分は禁物であって，荷役装置の計画にはこの点を

充分考慮することが肝要である。しかし， このような事

柄に対して適切な配慮を行う限り，総体的には尿素はパ

ルク輸送に適したカーゴと言えよう。

3． 主要目

乗組員数

揚荷装置

36名

1-500t/hドラグスクレーパ装置

2-250t/hパイプレータフイーダ

2-250t/hトランスファコンベア

2-250t/hバケットエレベータ

1-500t/hシャトルプームコンベア

4． 基本計画，一般配置

本船は一般配置図に示すとおり，船首楼，船尾楼を有

するトランクデッキ船型で，機関室及び居住区は後部に

配置されている。主船体は，前方からフォアピーク，バ

ウスラスタ室， カーゴホールド（揚荷装置室を含む)，

機関室，及びアフトピークに区画されており， カーゴホ

ールド内には隔壁を設けず，全通の一倉を形成してい

る。又， カーゴホールド部の船体は二重底と側タンクを

有する二重船殻となっていて，ホールドの内側には一部

を除いて防澆材は突出していない。後端ではホールド底

面は大きな斜路をなしており， この上り切ったところに

揚荷装置のホッパーが設けられている。これらカーゴホ

ールドについての特色は，後述する揚荷用ドラグスクレ

ーパの機能上必然的に要請されるもので，本船の大きな

特徴のひとつとなっている。ホールド頂部の甲板をトラ

ンクデッキ型としているのも，主としてドラグスクレー

パの運用を考慮したものであって，尿素を所定量満載し

たときでも， トランク部は空間として残り， ドラグスク

レーパの走行スペースを確保している。このドラグスク

レーパを含め，本船のセルフアンローダシステムの詳細

は章を改めて述べるが， システムに含まれる機器の主要
なものは，ホールド後端部にまとめて効率よく配置され
ている。

トランクデッキには積荷用のハッチが10個，ほぼカー

ゴホールドの全長にわたって配置されている。積荷は尿

素工場の岸壁に備えられたローダによって行なわれる

が，雨天での荷役をも可能とするため， ローダとハッチ

との間を雨密に被うレインカパーが用いられる。

ドラグスクレーパによるホールド内の集貨を効果あら

しめるためには，ホールドの最大巾を後端までキープす

ることが是非とも必要であり， このため船尾船型は著し

く肥大したものとなる。一方，航路事情から喫水は約6

mと，船巾の割には浅く抑えられている。本船ではカッ

トアップ型船尾を採用して， これら条件を満たしつつ，

船尾のスムースな水流を確保することに成功している。

2個のプロペラはそれぞれスケグによって支持され，万

一の触底から保護されていると同時に， このスケグは保

針性の確保に大きな役割を果している。

船籍 インドネシア

船級 GermanischerLIoyd"100A4with

Freeboard=4.00ml6BulkCarrier"

"MC

全長 114.5m

垂線間長 109.4m

型巾 20.0m

型深さ 10.0m

夏季満載喫水 6.034m

総トン数（国際規則) 7,373.94T

載荷重量 7,606.2t

貨物倉容演 12,681.2㎡

燃料油タンク容積 591.0㎡
パラストタンク容積 4,369.6㎡

主機関 ダイハツ8DSM-32 2基

最大出力各2,500PS×600/180rpm

発電機 ディーゼル駆動

（主)450kw, 400V, 50Hz 2基

（非)100kw, 400V, 50Hz l基

推進器 4翼ニッケルアルミブロソズ

直径3,400m 2個

速力 試運転最大 14.15kn

満載航海 12.0kn

航続距離 7,330浬
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－船の科学一

る倶れがあるとの判断から， このように決定されたもの

である。

内底板の厚さは， スクレーパの使用を考慮して，鉱石

船のグラブに対すると同等の増厚が施されている。中心

線上にある三角形の突起は，場切り時に尿素を左右何れ

かのスクレーパの走行路内に流し込む目的で設けられた

ものである。

4．2居住設備

予備員を含めて36名の乗組員数は，船の大きさからす

るとかなり多いが，各居室及び士官，部員それぞれの娯

楽室を含む公室は， 5層の後部上部構造内にコンパクト

にまとめられている。居住設備全般の設計基準として，

英国DOTの規則が準用されているほか，防鼠工事及び

飲料水系統は米国PublicHealth基準を満足するな

ど，狭いながらもハイグレードの居住区となっている。

又，ガーページインシナレータ，汚水処理装置を備えて

おり，海水汚濁防止にも充全の対策が施されていること

インドネシアの国内輸送では，航海日数は平均して3

乃至4日であって，着岸の頻度は極めて多い。港内操船

を容易にする見地から双螺旋双舵方式が採用されている

ほか，パウスラスタ（三菱-KaMeWa)をも備えてい

る。

バラストクンクとしては，両ピークタンクのほか， カ

ーゴホールド周囲の二重底，側タンクがあてられ，荒天

航行にも充分なバラスト喫水を確保している。

4．1 船殻構造

カーゴホールド部が，二重船殻構造で且つトランクデ

ッキ型となっていることを述べた。図1は本船の中央横

裁面図である。 トランクデッキ部もフレーム類は大部分

デッキ上面に取り付けられており，横強度上不可欠なウ

エプフレームを除き，ホールド内に突出した部材のない

構造設計がなされている。

ガンネルは角型となっている。ラウンドガソネルは上

甲板船側の通路を確保するには不適当， また旧来のT字

型では，尿素の混入した水が滞溜し易く，腐食を促進す も特記に値しよう。
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剖日の科学一

尿素船にふさわしい材質面の対策が施されている。4．3機関および電気設備

先に述べたように本船は双螺であって，主機として

は， ダイハツ8DSM-32型中速ディーゼル2基が用い

られている。軸回転数は，逆転ギア付きの減速機により

プロペラの最適回転数まで減速される。中速2機の採用

は，特殊な船尾形状のために機関室スペースの限られて

いる本船の場合，特に適応わしいものと言えよう。

甲板機械，揚荷装置を含め，本船の動力機器は全ぺて

電力を原動力としており， また，各種加熱器も電熱を用
いている。このため本船には蒸気発生装置が一切備えら

れておらず，機関全システムは， この意味で単純化され
ていると言ってよい。反面，発電機容量は，主機出力な

どの割には大きなものとなっていることは否めない。な

お，主機もディーゼル油を燃料とするので，本船の燃料
油系統はディーゼル油1本に統合されているわけで，燃
料清浄関係機器なども簡素なものとなっている。

機関室内に，防音，空調を施したコントロールルーム

が設けられており，無人化ノーテーションこそ取得して

いないが，主機，発電機をはじめとする補機類の自動

化，遠隔操縦にこれと同等の計装が施されている。

機関室ビルジ排出系統は1973年海水汚濁防止条約を準
用した設計となっており， ここにも環境保全に対する行
き届いた配慮がなされている。

尿素雰囲気に接する電気品にはアルミニュームが専ら

用いられているほか， カーゴホールド用ピルジ吸引ポン
プのケーシングにはステンレス鋳物が使用されるなど，

5． 荷役装置

インドネシアは多湿であり，その雨季にはほとんど毎

日スコール様の降雨がある。尿素船の荷役装置計画に

は， このことを充分考慮しなければならないことはすで

に述べたが，本船の最大の特色もここにある。この章で

は本船の荷役関連設備，就中セルフアンローダ装置につ

いて，やや詳細に記して承たぃ。

5．1 ローディング設備

先にも触れたが，積荷は尿素工場の桟橘に備えられた

ローダによって，本船のカーゴハッチを経由して行なわ

れる。このローダは，基本的には石炭，鉄鉱石等の積荷

によく用いられるものと同様であって， スパウトがハッ

チ内に入り込承，先端から尿素が放出される。 このた

め，本船には特に積荷用の機器は備わっていない。この

方法は晴天時には支障がないけれども， ローダのスパウ

トとハッチ開口の間に空隙が残るので，雨天時にはここ

から雨水がホールドに侵入することは避けられない。こ

れを解決するため， レインカパーが用いられる。レイン

ヵバーはアルミニューム製の骨組と帆布で作られてお

り，連続した2ハッチを完全に被う寸法を有し，頂部に

はローダを受入れるための開口が設けられている。又，

倉口列に沿って前後に走行できるとともに，仲縮可能な

蛇腹式となっており， ローダの移動に従って， 「尺取

り」に似た方法で各ハッチの上を順次移行していくよう

②ReclaimHopper ③VibratorFeeder ④Transfer

⑥SuttleboomConveyor ⑦TelescopicChute

図2 セルフアンローダーシステムの説明図

①DragScraper

⑤BucketElevator
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一船の科学一

巧妙に設計されている。レインカバーは，各船共通の備

品として常時は陸上に保管される。

5．2揚荷装置（セルフアンローダシステム）

セルフアンローダシステムは，主として次の如き装置

によって構成されており，全体としての揚荷レートは

500t/hである。

①ドラグスクレーパ装置

②ホツパ

③パイプレータフィーダ

錐形の各壁面には，尿素の流れを円滑にするため，バイ

プレータが取り付けられている。

ホッパ底部のケートから流れ出る尿素は，パイプレー

タフィーダ③によって流量がコントロールされ， トラン

スファコンベア④に移り，船体中心線に向って運ばれ

る。鋼芯入りゴムペルトを持った250㎡/hのベルトコン

ベアで，各舷に1台づつ設けられている。

トランスファコンペアの終端はバケットエレベータ⑤

の基部に接していて，尿素はここでエレベータの各バケ
④トランスファコンベア

⑤パケットエレペータ

⑥シャトルプームコンペア

⑦テレスコピックシュート

しかし， これら機械装置だけでシステムが成立している

のではなく，本船概要の章に述べたように， カーゴホー

ルドの形状や構造そのものが，尿素の動きや機器の作働

に肢も適するように設計されていることに注目すべきで

あろう。システムの構成をわかりやすく図示したものが

図2である。

ドラグスクレーパ①は，特殊の形状をした一種のバケ

ットである。 ワイヤを介し，専用ウインチによってホー

ルド内をその全長にわたって往復走行するが，後方へ向

って動くときに，尿素を掻き集めるよう形状が定められ

ている。ホールド後部に到ると，斜路を上ってホッペ上

の格子の上で停止， このとき尿素をホッパ内に落し込

む。本船には， このドラグスクレーパが'2個備えられて

おり，各’台が左右各舷を分担する。各スクレーパの走

行路は，ホールド前後端にあるスクレーパワイヤの主シ

ーブを左右に移動させることによって，船巾方向必要な

範囲内で任意に設定できるようになっており， 2個のス

クレーパで，ホールド全面をほぼ完全にカバーすること

が可能である。
セルブアンローデイング式のパルクキャリアによく用

いられる，ホールドコンペア方式や， ニユーマチック式
の揚荷装置に較べると， このドラグスクレーパ装置は洗

練されない印象を与えるけれども，反面，ある程度の尿
素の固化に対しても充分対処できる「ダフ」さを有して
おり，尿素船にはまことに適応わしい装置と言えよう。
本船には， セメント船，砂利運搬船その他陸上施設に
多くの実績をもつ，米国SauermanBros.社の製品が

採用されている。

ホッパ②は， スクレーパによる間けつ的なカーゴの流

れを，連続の流れに変えて以降のコンペアシステムに受

け渡す，バッファの機能を有している。ホールド後端，

斜路の頂部に，左右舷に各々’個設けられており，四角

ツトに直接流れ込象，陸揚げに必要な高さまで運びあげ

られる。チェーンリング型が採用されており，左右舷各

1基，それぞれ250㎡/hの能力を有している。

エレベータの頂部で， ここまで左右舷別箇であった尿

素の流れはひとつに集められ，船体中心線上のシュート

を経てシャトルプームコンペア⑥に移る。シヤトルブー

ムはB甲板に据えられており，格納時は船巾内に納まっ

ているが，揚荷の際には左右何れ側にも移動することが

可能である。そして， コンペアの一端がちょうどシュー

トの出口の直下に移動したとき，他端が陸側の受入れホ

ツパの直上に位置するように設計されているので，左右

舷何れに接岸しても，ブームを張り出すことによって陸

揚げすることができる。シャトルブームコンベアの設置

場所は暴露甲板であるが， コンベアは完全に閉囲されて

いるので雨天荷役も可能である。

このコンベアの両端にはテレスコピックシュート⑦が

取り付けられている。これはコンベア先端と陸側ホツパ

との間の尿素の流れを風雨から保護するためのものであ

って’本船の喫水変化に応じて長さが伸縮しうるように

なっている。

カーゴホールドの後尾には， 2つのホッパに挿まれた

部分に荷役制御室が設けられている。ここからはホール

ドの内部全体が見渡せ，各機器が左右各，名の運転員に

よって遠隔操作される。

装置の主要部分の材料には，尿素の腐食性に対する配

慮がなされており，例えばホッパ，エレベータバケット

などにはステンレススチール，エレペータケーシング，

ホールド内歩路などにはアルミニュームが用いられてい

る。

以上， セルファンローダシステムについて記したが，

紙面の都合上，各椴成機器の詳細までは尽せなかった。

これらについては別の機会に譲りたい。

6． あとがき

本船は，引渡し後直ちにインドネシアに回航され，新

尿素プラントの完成を待つ間，特にアZローダ装置につ
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いての乗組員の訓練などが入念に行なわれた。また本船

はGLルールに従って設計建造されたが，引渡し後はイ

ンドネシア船級協会(BKI)に転級されることになる。

このためのBKIの検査も， この期間に実施された。

昨年12月29日，パレンバンではPUSRIの誇る新らし

いプラントの開所式がスハルト大統領臨席のもとに盛大

に挙行されたが，本船もこの式典に参加，その雄姿を参

列の関係者に披露したのであった。

プラントの生産が軌道に乗ると同時に，本船は最初の

荷をジャカルタへ輸送， ここではアンローダ装置の確認

運転試験を兼ねて，慎重な揚荷作業が行なわれることに

なっている。

なお，本船は専ら尿素をバルク輸送する目的で建造さ

れたことは， これまで述べて来たとおりであるが，設計

の上ではグレーンなど他種のバルクカーゴの輸送にも充

分適応できるものになっており，現にGLのグレーン稜

証書を付与されている。このことは本船の価値を一層高

めるものであろう。

本船，並びに後続の姉妹船がインドネシアの農業発

展，ひいてはこの国の繁栄に多大の貢献をしてくれるこ

とを信じてやまない。最後に本船の幸多き航海を祈りつ

つ，本稿を終る。

増補版商船基本設計の一考察

優れた船舶の設計をするための基本を，永年の経験

によって得た“特に注意しておく方がよい”と認識し

た諸問題について考察し多くの資料によってその真髄

を明かした基本設計の好参考書である。

元長崎造船大学名誉学長

渡瀬正麿著

B5判 180頁上製本定価900円（〒200円）
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■油圧シリーズ

油圧装置の解説
香良光雄．中村峻共著・定価2500円

油圧の基本的事項から主なる機器・各
種駆動装置まで解説。数多くの例を上

げ，図版を入れて説明（〒200円）

油圧技術入門
蕊川健治著定価2800円（〒200円）

油圧技術の基礎的知識をわかりやすぐ
解説。付表として油圧関係の各種の規

格を体系的に収録。初学者必読の書。

1976

造船統計要覧
－運輸省船舶局監修一

造船統計資料を中心に，関連資料を含
め167項目にわたって収録。所管官庁

監修の下に，初めて市販

定価1500円（〒160）420頁
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物運搬船あれこれ重 量

原山 豊
（日之出汽船株式会社）

1年にもならぬのに，早くも可成り無理な計画変更を強

いられる結果となってしまったことになる。

ヘビーデリックは， 『香取丸』に搭載した， 350 トン

のものが，稼動して，ほんのしばらくの間に， 450 トン

と，約30％容量増加となったのである。この川崎重工業

㈱との共同開発になるヘピーデリックは，私達が，従来

から使用して来たメインガイ方式は勿論， シュタルケン

方式に比較しても，多大のメリットがあるとの評価が生

れつつあり， このまま行けば， 『春日丸』の就航する

1976年10月頃には， この評価は定着することが予想され

たが， 450 トンデリックを作ることによって， この評価

を持続発展させなければならぬ義務が生じてしまい，気

の重いことではあった。

『香取丸』建造の計画当初から，甲板上に搭載する貨

物の寸法については，可成り烈しい要望が提出され，

『春日丸』建造に際しては， 『香取丸』より，垂線間長

の短縮，居住区位置のいくらかの前進などがあったにも

かかわらず，特に上甲板両舷に搭載する荷物の長さにつ

いて， 『香取丸』並みとするため，遂に第，番胎附近の

外板外側に張出しを設け，上甲板の平行部の延長を計っ

た。これは，型式としては，既にチップ船などで， クレ

ーンのレールの関係などから，実施されて居るものであ

るが’ ブルスカントリングの貨物船で，低い乾舷しかな

く， しかも，満載喫水線のごく近く迄張出しを設けたの

は，初めてのことと考えられて居る。乾舷の高い，荒天

下でも“しぶき''程度がかぶるものとの比較で，先ず完

全に青波の中に突込むことは考えなければならず， この

きびしい条件によっても，構造上，推進上あまり大きな

問題となっては困る場所である。荒天中航海に困難を来

すことがあれば，速度を下げることも考えられるもの

の，一寸と淋しくもありといった所で，識者から御覧に

なれば， 「何と馬鹿なことを……」と御叱りを受けそう

なものであるが， 目下の所異状もなく，評価待ちといっ

た所で， この張出しによって,ほとんど『香取丸』に近

い積荷のスペースが確保された。

『香取丸』， 『春日丸』共に詳細は，各建造造船所より

発表されて居り，内容は既に御承知のことと思うが，い

『香取丸』と『春日丸』

さる昭和51年11月8～9日と，横浜港で穣荷を行った

『春日丸』は，そのあと若干の積荷を加えた上，内地か

ら晩秋の南支那海へと，処女航海の途についた。曲りな

りにも，世界最大と称される『450トンヘピーデリツク』

をそなえた『春日丸』が，やっと積荷を済ませたところ

は，かわいい娘が入学試験の第1次にパスした様な気分

である。今迄の建造船の場合でもそうであった様に，計

画，設計，建造，完成，回航，積荷，……と，繁雑な経

過をへて，処女航海へと出て行くのではあるが’何度繰

返しても誠に複雑な気持のものである。

積込んだ荷物は， これを目的地で卸し，帰途の荷物を

積取った上で， これの揚荷を済ます，いいかえれば’ 1

航海を終了して，はじめて，各部が差がなく動作し，実

際の運航に際して，机上プランであった本船が，ほぼ間
違いなかったという安堵感を得られる訳である。

新造船の評価は，机上プランとしての本船から， これ

の実際の運航が志がなく運んだ上で，私達がとり入れて
来た種をの新しい試承が新造船計画として立案され，建

造された船の上で， どの様な成果を表わすかにかかつて

居るのであって，新造船が問題なく運航出来るのは，船

を建造する上では，建造者，発註者の関係に於ても，最

少必要条件であって，更にその上での評価の問題が発生

するのである。

その様な意味を含めて『春日丸』を眺めると，私達に

とっては，前年に建造した『香取丸』がやはり 「重量物

運搬船の転換」というとらえ方であったのに対して，

『春日丸』の場は， これのシリーズとしての改善に止ま

って居るといわざるを得ない。しかしながら， このシリ

ーズとしての改善が，私達にとって， とんでもないこと

になるのもよくあることで， 『春日丸』もこの例に近く，

建造計画もかなり進渉してから，或日突然に， 『香取

丸』より30％近いヘピーデリック容量の増加を行い，

7．5メートルも短い船体で，同等の積荷能力を要求さ

れ，各部にわたり『香取丸』と同等又はそれ以上のもの

を発揮出来るものとされたのである。 『香取丸』建造後
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今迄のメインガイ付のヘピーデリックについて，私達

が調べて居た，揚地の本船荷役というものと，今回の処

女作のヘピーデリックによるそれとは，矢張り可成り様

子が変って来て居る様で，特に士官と部員に対して求め

られる労働の質のちがいが顕著となったことが私達の目

についた著しい変化である。又，ヘピーデリックの取扱

を含めた重量物荷役で，新造船で， しかもヘビーデリッ

クも新製品となれば， 甲板部士官，特に一航士にかかる

負担は，大変に大きく，且つ重いことになり，多忙を極

めて居たがいずれ一航士の作業のうちのあるものは，二

航士，三航士と分担を変え今迄の油だらけ， ワイヤーだ

らけの重量物荷役から抜け出して，新しいものが樹立さ

れ， 『香取丸』， 『春日丸』……と発展して行ったとき

に，はたしてこのヘピーデリックの評価がどの様に受け

とられるか，不安と期待の昨今である。

ずれにしても， 『香取丸』で約1年6ケ月， 『春日丸』

では，やっと3ケ月を過ぎたばかりで，大方の評価を頂

くには，大分間がある様に思える。

処女作のヘビーデリック

私達は，従来から，新造を計画する際には，運航上の

事情などを聞いたり，調査したりするが，内地側は兎も

角，揚地となる外国での荷役などは，実際には見たこと

はなかった。

『香取丸』を建造した際に， 350 トンのヘピーデリッ

クが処女作であったためもあり， メキシコはペラクルス

に出掛けたのが， 20年間の建造経験中始めてのことであ

った。

一概に重量物運搬船の外地での荷役は，特殊な例以外

は，総て，本船の乗組員に依る「本船荷役」だなどとい

って居ても，実際に，いわゆる「本船荷役」なるものは

勿論として，外地ステベの何たるかさえ，知る由もなか

った訳である。

内地での重量物の荷役は，種々の問題はあるにして

も，専門のステペ業者を入れることが多い。これらのス

テペは，彼等なりに相当の経験を持ち，本船乗組員の指

揮のもとには，それなりの技価を発揮して居る。そし

て， これらのステペは，種々の作業内容にあわせ，各種

の専門的な職種を含めた所要の人数を繰出し，作業を行

うので，全体としては可成りの大人数となって仕舞い，

重量物積込の荷役作業は，スムースに難なく進象完了す

ることが出来るが， これが，外地での本船乗組員による

作業となって，殊にその揚地のステペの質が悪く，役に

立たないときなど，現地の実際の作業を見るしか方法が

ないとしかいえぬ。 （本船乗組員の報告としては入手出

来るが，船長は，本来の職務の他に本船荷役中に於て

は，本来は一航士を以て処理される業務などのうちの，

或る種のものは，船長に集中するため又職務上からもあ

まり現場的なものを求めるには無理があり，他の乗組員

は実際に作業中であり，全般的詳細にわたる報告は難か

しいと共に，立場の違いからも私達の求めるものがその

まま得られる訳には行かない。）

内地秋荷の際の事情を知った上で，現地揚荷の調査は

主として，次の様なものになろう。

’

重量物の荷役について思うこと

『春日丸』の初荷として頂戴した「パッケージボイ

ラ」は，サウヂアラビアのさる大建設プロジェクト向け

のもので， 「パッケージボイラ」（いわゆるボイラとのち

がいは，ボイラ本体に防熱，配管，など普通現地で取付

工作するものを，発送前にすべて取付済とし，早いはな

し，現地では，水と燃料と電気を供給し，煙突をつけれ

ば稼動出来る様にしたもの）としては，今のところ世界

で最大のものだそうである。語呂あわせではないが，世

界で最大のヘピーデリック（’基では）を持つ世界では
じめての重量物運搬船で，世界最大のパッケージボイラ

の初荷を運ぶとは，有難いものである。
縦，横，高さは，夫々17.5メートル×9.3メートル×
11メートルと，世界ではじめてとはいえ，一寸としたビ

ルディング並みの大きさである。従って， これの船積承

といえば，一寸とした騒ぎになることは勿論であり，船

会社から眺めると， この種の荷物の荷役という場面は一

番華やかで，運賃を頂くための，一種のショーと考える

ことも出来るが，考えて見ると， このボイラが工場で作

られてから，現地のプラントに組込まれて稼動する迄に

は，船に対する揚穣以外にも，可成りの回数にわたり吊

上げなどの移動が行なわれるはずで，いわゆる重量物船

としての計画上の問題，荷役上の問題など，船にまつわ

’

’

る色左なことを除けば，今迄私達の問題として考えて居

た，重量物運搬の困難性は，むしろ，たった2回（積込

1回，揚荷1回）の海洋上の輸送時のものでないと考え

る方が正しいかも知れない。

今回のこの「パッケージボイラ」についても， この様

な見方をすれば,現地サウヂアラビヤの陸地に上る迄

（1）処女作としてのヘピーデリックについて

（2）その他，新造船としての問題点

（3）揚荷作業に於ける，穣荷作業との相異点

（4）揚荷作業の作業人員の小数化による作業のネッ

ク，及びそれの対策

などと思われる。

－54－

、



－船の科学一

に，少なくとも全重景のままの移動が4回行なわれて居

る。製造工場の岸壁から艀降しで1回， 『春日丸』えの

秋込で1回，同じく艀降しで1回，そして，艀から現地

での陸上げで1回，合計で4回という訳である。

このあと， まだ建設現場迄，或は建設現場にても，何

回かこの様な移動が，私達の知らぬ所で行なわれて居る

ことに思いを馳せると，世界一の重量物運搬船の完成な

どは，本当は， とるに足らぬことなのかも知れない。

『春日丸』で運んだ「パッケージボイラ」は，去年の

12月中頃にラスタヌラ沖で艀に卸されたあと， 12月20日

には， ダンマンの南約100キロメートルの地点に，新た

に設けられた陸上げ地点で，艀よりロールオフされ，先

着のいくつかの重量物を含めた建設用資材の仲間入りを

して居る。いずれ又，大型の運搬用機材が動員され，運

搬されることを考え，最近の建設工事に於ける，運搬と

いうものの，底知れぬ底辺には本当に麓き入るものであ

る。

段であることは，今も変って居ない。

重量物運搬船でも，凌波性は大切なこと他の船に勝る

とも劣らないのは勿論であり，私達も7～8年以前は総

て標準（今でも規則には標準弦弧と標準梁矢がある）の

「シヤー｣， 「キャンパー」をつけて居た。然しながら，

「シヤー｣， 「キャンパー」を設けた上甲板は，本来なら

3次元の曲線となる訳である。直線「キャンパー」など

と称し，本来は円弧の一部である「キャンパー」の1部

を直線で置替えたものもあったが，いずれにしても，上

甲板が平面にならないことは御承知の通りである。所

が，重量物運搬船では，その荷物の1部は甲板上に積載

することを，凡んど常識として居るが， ここに「シヤ

ー｣， 「キャンパー」の問題が顔を出すのである。重量物

を甲板上に搭載するには，直接荷物を鋼板上に据える訳

ではなく，必ず何がしかの木材をはさみ， 1種の緩衝材

とするか，それ以外にも，荷物に合せて高さ調節などの

ため，多量の木材を組合せて使用するが，積荷を置くた

めには上面は水平を基準としなくてはならない。又， こ

れら組合わされた木材は，荒天中は当然波に洗われるこ

とを考えて強固にされなければならぬ。これらのことを

頭に置いて見ると「シヤー｣， 「キャンパー」は積荷の安

全のためには好ましくない．…．．というのは， 曲面である

甲板上に上面を水平とする台座を作るのと，平面上に作

るのでは，先ず問題なく後者が容易であることが解ると

共に， 「シヤー｣， 「キャンパー」を修正するため， 小さ

な木片を必要とし， これの固定が困難であると同時に，

この木片が荒天中に流失すると，荷物を受ける台座が流
失することに連がるのであって， 「シヤー」などを設け
て凌波性を向上させることより，考え方によっては’ こ

ちらの方法が安全輸送の為に効果あるともいえる様であ
る。

そこで，重量物運搬船の「シャー｣， 「キャンパー」を

やめようということになった訳で，昭和45年建造の「加

茂丸」から，当社の重量物運搬船の上甲板は｢シヤー｣，

「キャンパー」共に設けて居ない。勿論， このため若干
の乾舷の増加などあるが， これは，左程の問題として採
上げるほどのものではない。むしろ， この問題を採り上

げ， 「シヤー｣， 「キャンパー」をなくした船を作るとい

う申入れを受けた造船所の反応について，その抵抗の強
さにびっくりしたのであって，特に「キャンパー」には

或大手造船所の抵抗には本当に困ってしまった。 10ミリ

メートルでよいから残して欲しいといわれたときには本

当に返答に窮してしまった。

「シヤー｣， 「キャンパー」を設けないことは，私達に

とってもはじめてであった。 「シヤー」については凌波

「キャンパー」と「シヤー」

昔，第2次世界大戦中の日本の標準船（戦標船といっ

た）は， シヤーもキャンパーもなく，遠くから眺めてそ
の情ない様な外観の上に，船首，船尾が垂下った様に承
えて，私達はよく嘆いたものである。その後世の中の

復興と共に，ちゃんとした船の建造もはじまり， シヤー
もキャンパーも，ちゃんと付いて遠くから眺めると昔に
おとらぬ美しい姿の船が甦えった。昭和25年頃で，今か

ら27～8年も前の話である。
やがて， タンカーや鉱石専用船などが大型化されはじ

め乙と， 1部にまた， シヤーやキャンパーをやめて，建

造工事の簡易化を試みることがはじまり，やがて，ほと
んどの大型船はシヤーを省略することになって来たが，
この場合でも前後部又は前部には, 1部にシヤーを残す
ことを通例として居た。

他方，整備の進む定期貨物船にあっては，若干の大型
化はあっても，船形としては，あまり変化もなく，益々
高速化して，運航効率向上のためには，荷役設備を含む
各部の高度化は止まる所もなかったが，相変らず美しい
姿は，私達を楽しませてくれて居た。
やがて，我が国は高度成長期をむかえて,V.L.C.C,
コンテナー船などが，一世を風廃しはじめると，最早美

しい船の姿などはなく，機能そのものの船であるとして
も機能美などからは程遠いものと考えて居た。
「シヤー」から，船の美醜など方向違いの話が長くなっ

てしまったが， 「シヤー」は勿論「キャンパー」も船体

のあまり大きくない船では，凌波性をよくする有効な手
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することが出来るとの宣伝の中で，機関室長さを短かく

出来ることの可能性を，非常に強くいわれて居るが，私

達の20,000トン程度の貨物船では，実際に低速のディー

ゼル機関との比較を行うと，機関長さは短いが，減速機

を含めた長さ， 巾を機関室に配置すると，決して機関室

長さは短かくならない。

中速ディーゼル機関をスペース的に有効な使い方をし

ようとした場合，その低い機関高さを生かして，機関上

部の空間を利用する以外にはない。この辺は，中速ディ

ーゼル機関メーカーとして， もう少し具体的に研究をし

て頂きたい所で，前述の20,000トン程度の船で，若し，

機関メーカーのカタログにある様，低速と同じ様な設世

をしたときは，上部出入口から主機を探すと，はるかか

なたの下方に主機を発見するという感じになって仕舞

う。このはるかかなたの主機となる，主機上方のスペー

スを利用する以外に方法はないはずであり，船体樵造と

共に，中速ディーゼル機関の合理性を開発すべきである

と考えたのである。

重量物運搬船に， この中速ディーゼル機関を利用する

ことを考えると，主機は上甲板下に完全に収納すること

が可能であることを発見したので，従来エンヂンケーシ

′グを介して結びあって居た機関室と居住区を，上甲板

を境として，一旦切りはなしてぶた・すると居住区を船

尾方向に移動させても，船として成立することが判明

し， これに依り，居住区前部には，積荷スペースとして

の上甲板が表れた。即ち主機を中速ディーゼル機関とし

たために，無駄になるべきスペースが上甲板上の稜荷ス

ペースに転換出来た訳である。

「香取丸｣， 「春日丸」が居住区を高く，小さくまとめ

たのは，以上の様なことで，主機メーカーのアイデアで

はなく，私達の苦しまぎれの発想であったのである。

性と乾舷の問題で， これは始めから問題として居なかっ

たが，加茂丸にあっては，船首端で，水面からの距離が

満載状態で，

「シヤー」を設けたとき 12．8メートル

「シヤー」を設けないとき 11.0メートル

となり， この数値は凌波性に影響がないとはいえないも

のである。

「キャンパー」は，上甲板の水はけと，特設肋骨の形

状の問題として採上げられる。特設肋骨の形状は， 「キ

ャンパー」がある場合は，上反角を有する梁となって，

いわゆる丈夫な梁といわれて居るものであり，又，上甲

板が平面となれば，熔接その他の歪によって，簡単に水
が溜り，通行の不便，発銃の手入れなどが増加し，乗組
員からの不満が大く出て来るのではないかと考えられ
た。然しながら，船は，殆んどの場合若干の傾斜，動揺
を有して居るため，水溜りも考えた程のこともなく，私
達はその後も「シヤー｣， 「キャンパー」を設けずに船を
建造している。

この様な船は，上甲板を眺めると，ベタッとして平ら
なことを感じるが，積荷用架台の設置は確かに楽で， し

かも簡単の様である。

中速ディーゼル機関と船体

重量物運搬船の貨物の積載については，国内，国外を
問わず，昔から甲板積を多用することが，常識とされて
来て居る。従って，私達が計画，設計を進めるときに
は，鯰内の寸法を大きく取ると共に，如何にして上甲板
の有効面積を増すかに腐心して来て居る。大まかな考え
方としては，

（1）船の大きさは，船の長さをきめれば， 自ずと決
まる。

（2）居住区施設，繋留施設などがあるため， 自ずと
荷役，稜荷にあてられる場所はきまって仕舞う。

この2つの条件で積荷に対するスペースは決定される

ので， これ以上に積荷のスペースを増加するには

（1）磯関室をせまくする。

（2）居住区をせまくするか，船尾によせてしまう。

機関室をせまくすることは， 自ずと限度があり，その
● ● ● ● ●

点で，私達は既にせますぎる機関室を経験して居て，床
面積では限界に来て居り，残された道は，低速ディーゼ
ル機関との比較に於て，圧隠|的に体稜の少ない，高さの

低い中速ディーゼル機関を用い，上部のスペースを生か

して，上甲板上の秋荷にあてることの可能性が考えられ

た。

従来，中速ディーゼル機関メーカーは，機関室を狭く

ニュース 世界最大の自動昇降式海上作業台

00ARB-1''を完成

石川島播磨重工は， このほど同社名古屋工場に於て世

界最大の海上作業台O!ARB･-1''を完成した。海上作業

台は， さる50年5月アラムコ・オーバーシーズ社から受

注し，名古屋工場にて建造をすすめてきたもので海洋石

油掘削用プラントや各種海上施設のメインテナンスに使

用され，同作業台の設計は全て同社独自の設計により，

規模はこの種作業台として般大のものである。

主要目：全長90m全幅:36m深さ: 71n脚： トラ

ス型4脚(高張力鋼製）脚長:91m稼動水深:60m

居住設備:90名船級:ABS
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油水分離器1973年海洋汚染防止条約における

瀬尾 正雄

株式会社OPE(OilPollutionEngineeringCo.,Ltd.）

代表取締役社長工学博士

IMCOの海洋環境保護委員会(MEPC)にて検討さ

れていたが，主要な問題についてはほぼ解決されたので

昨年12月の総会においてMEPCの検討結果が承認され

た。

2． 油濁防止に関する規制

IMCO1973年条約の油に関する規制で改正された最

も重要な事項は，規制対象が従来重質油の承であったも

のが軽質油を含むすべての油に拡大されたことである。

規制の概要は表1に示すとおりであって, (i)バラス

ト水では新造船の場合,総排水量の1/15,000から1/30,000

と2倍に厳しくなり， また油排出監視装置および制御装

置が作動していることとなっている。しかし15ppm以

下の場合は無条件に認められている。

（Ⅱ）機関室ビルジに対しては，領海基線から12海里以

上離れていないと排出できない。もちろんこの場合も油

分濃度が15ppm以下の場合は適用をうけない。 また

10,000総トン以上の船舶の場合は，油排出監視装置，制

御装置が作動していることが条件になっている。以上は

IMCO1973年による基準である。国内法では一部厳し

くなるであろうが，全般的には大同小異であろう。例え

ばピルジの規制をうけるのはIMCOでは400総トンで

排出基準

I

1． 概況

1973年11月ロンドンにおけるIMCO(政府間海事協

議機関）の総会において海洋汚染防止条約が採決され

た。本条約は本文と5つのANNEX(附属書）からな

っており，本文は適用範囲，罰則，改正手続等一般的な

規定で，実体的な規制はすべてANNEXに譲られてい

る。海洋汚染に最も重要と考えられる油に関する規定

と，ばら積有害液体物質による規定とが強制ANNEX

になっており，その他は批准を選ぶことができる選択

ANNEXになっている。条約の発効は船腹量に重点が

おかれ，全世界船舶量の50%以上となる15カ国以上の国

が批准した日から1年後になっている。また発効と同時

に新造船は適用をうける。これは重要で現在新造されて

いる船舶はすべてその適用をうけることになる。新造船

とは次のいずれかに該当する船舶である。

(i) 1975年12月31日を過ぎて契約する船舶

(ii)契約のない船舶では1976年6月30日を過ぎて着工

する船舶

(m) 1979年12月31日を過ぎて引渡される船舶

（大改造した船舶も同じ扱いを受ける）

本条約には解決しなければならない多くの課題があり

■
Ｕ
Ｉ
１
Ⅱ
９
１
■
１
１
１
１
４
０
月
ｒ
０
ｑ
０
且
■
■
■
■
日
日
８
可
も
１
■
■
■
■
■
’
Ⅱ
Ⅱ
■
ｐ
■
１
■
■
■
■
■
■

I

表1 油の

機関室ピルジ等に対する排出基準（タンカー及び400総
トン以上のノンタンカー）’タンカーのバラスト水，洗浄水に対する排出基準

次の条件のすべてを満足する場合以外は排出禁止

(i)特別海域外であること

(ii)領海基線から12海里以上離れていること

(m) 当該船舶が航行中であること

(iv)油分濃度100ppm以下であること

(v)油排出監視装置，制御装置が作動していること

(10,000総トン以上）

次の条件のすべてを満足する場合以外は排出禁止

(i)特別海域外であること

(Ⅱ）領海基線から50海里以上離れていること

(m) 当該船舶が航行中であること

(iv)排出比60〃海里以下であること

(v)総排出量が在来船については総貨物瞼積赦容積

の1/15,000,新造船については1/30,000以下であ

ること

(vi)油排出監視装置，制御装置が作動していること

’

（注）上記の規定は分離バラスト及びクリーンバラス （注）上記の規定は15ppm以下の油水混合物には適用

ト (15ppm以下）には適用しない しない
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あるが，国内法では現在は300総トン以上であり，今後

この規制の総トン数はさらに下げられることになるだろ

う。

3． 油水分離器の性能仕様

油水分離器は国際的に定められた性能仕様があり， こ

れにもとずいて国内法が制定され実施されている。わが

国で現在基準とされているのは1971年の国際仕様にもと

ずいたもので1973年条約のものと多少相違がある。 1973

年条約の仕様について要点を述べる。

（'）油性汚水の油混合率のいかんにかかわらず(0~

100％）常に100ppm以下に処理されなければなら

ない。

（2）装置が船内で起る動揺や振動によって影響を受け

てはならない。 （これにより電気および制御装置の

振動，重力の加速度による制限，油水分離器の15。

傾斜試験等がある。）

（3）試験に用いる油は15℃において比重0.94以上で粘

度が100｡Fにおいてレッドウッド1号900sec以上の

燃料油を使用する。 （現在の国内法では1,000sec

以上のものと比重0.90～0.93で粘度200～350secの

ものと2種類を使用する。）

（4）使用するポンプは1,000rpm以上で回転する遠心

ポンプで，吐出量が分離器の定格容量の1．5倍以上

であること。 (Integratedsystemの以外）

（5）使用水は25℃における比重が重油より0.085以上

大きくないこと。 （現在の比重は1.020～1.025)

（6）試験は5,000～10,000ppmで30分間，油25%で30

分間，油100％で5分間以上，および油分O～25％

を15分間で変化させるサイクルを繰返して3時間以

上連続試験を行なうこと。

等を規定している。

4． 油水分離器の問題点

油水分離器の問題点となると，性能仕様に対する問題

と使用していて問題になる点である。ここでは主として

前者の問題とし，後者についても述べてふる。

(i)性能仕様に対する問題

’1｝ 軽質油の分離

軽質油は比重が小さいから同じ粒径であれば当然重質

油より分離は容易である。しかし粘度が小さいこともあ

って重油よりも微粒化しやすい。例えば油性汚水がポン

プで攪拝された場合，撹拝程度が小さいと軽質油の方が

分離しやすいが，回転数が大きい等により撹枠が激しい

場合には軽質油がエマルジョン化しやすいため分離は困

難になる。また軽質油の場合添加剤等が入っているため

か著しくエマルジョン化し分離が困離になる場合があ

る。

図1は船舶技術研究所における実験データの1例であ

って，約10,000ppmの油を混入して， うず巻ポンプ

1,500rpmで運転した場合の油水分離器出口の油水濃度

を示したものであってB重油では約7ppm,灯油では20

~30ppm,軽油では約80ppmになっている。

(ii) 15ppmの問題

領海12海里以内で油性汚水を排出するためには15

ppm以下に処理しなければならない。 IMCOでは15

ppmを担保するフィルタ装置を取付けるように指示し

ている。性能良好なフィルタや油吸着材，活性炭等を使

用すれば15ppm以下にすることは容易である。しかし

フィルタの場合は目詰りの問題があり，油吸着材や活性

炭は吸着量の増加による性能の低下と，取替え作業，廃

材の処理等の問題がある。特にこれら装置への流入油分

が大きいと，取換えの間隔が短かくなり，多量の油の付

着した油吸着材や活性炭の船内取換えは問題が多い。

(iii) IntegratedSystem

ポンプと一体化してある油水分離装置ではそのポンプ

I
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図1 実機油水分離器性能例

（入口油分濃度5,000～10,000ppm)
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の問題があり， また四塩炭の毒性の問題も残る。油分濃

度計および油水分離器の劣化の問題もまた極めて重要で

ある。 IMCOが定めている標準油による試験とその後

のチェックにより防止できるか否か， また，油水分離器

は，油吸着材や活性炭の性能低下， フィルタの目詰りに

よる性能低下について，今まででも試験時と実用時の性

能の差が問題になっているのであるから，今後はますま

す問題になるであろう。適格な対策をたてなければ油水

分離器の警報は鳴りぱなしになることも考えられる。

(v)性能試験方法

条約の発効は昭和55年頃とも予想されているが， 1976

年以後の新造船は条約発効と同時にその適用を受けるか

ら，新造船には当然1973年条約に適合した油水分離を設

置しなければならない。しかし条約のAPPENDIX(付

録）によって性能基準の概要は決っているものの実施上

の詳細についてはまだ検討はほとんどされていない。性

能劣化の問題をいかに考えるか極めて重要な問題であ

る。

（2）実用時の問題

船舶で使用されている油水分離器の試験データも多く

ある。大部分が性能試験成績よりかなり悪いようであ

る。その原因はいろいろあり， また種類によって大きい

差がある。個々の違いは別として腐食， スラッジの堆

を使用して性能試験を行なってもよいことになっている

が， ピルジの中にはこれらポンプで攪枠される以上にエ

マルジョン化されている場合があるから，ユニットのポ

ンプによって試験しただけでよいのか問題が残る。すな

わち， この場合はエマルジョン化の少ないポンプを使用

してあるから著しい性能の低い油水分離器でも容易に試

験には合格する。

(iv) 監視装置

油分濃度を計測してポンプを停止したり処理水をピル

ジに返して排出を停止することは容易である。 この場

合，問題になるのは，油分濃度計の精度と油水分離器を

含めた性能の低下である。油分濃度の計測方法はいろい

ろあるが，性能は一長一短である。単純な光電比色によ

る方法はSSの影響が大であり, SSの除去は問題が多

い。少なくとも長期にわたって一定量までSSを減少さ

せることは困難であり， この場合の油滴の増減も問題で

あろう。油粒をエマルジヨン化して濁度の差として検出

する方法は，ある程度の誤差は生ずるがSSの影響が除

去されるので，誤差をIMCOの規制範囲内に保持する

ことは可能であろう。本方式では油種の影響が比較的少

ない特長もある。四塩化炭素で油分を溶出させ赤外分光

分析を行なう方法は, SSの影響は無くなり油種の影響

もある程度少ないが，四塩化炭素による油以外の溶出物

山
⑪

①レリーフ弁 ⑫排油ソレノイド弁
②圧力計 ⑬上限レベルスイ･'チ
③細 答 ⑭下限レベルスイ ･ソチ
④油木入口弁ピルジポンプより ⑮下限用スイツ･ﾁ用･ノケノト
⑤整流板 ⑯細管束管
⑥エレメント取りつけボルト ⑰メインフランヂ
⑦フィルターエレメント用バンド ⑱内筒排油答
③取りつけ脚 ⑲検油．･ソク
⑨ドレンコック ⑳ホッパー
⑩排油ソケット ⑳排水弁
⑪エヤー抜きコック ⑳排水管

④
の

③
④

⑮
⑯
⑰

仕様

型 式

能 力

使用圧力

外 径

本体全巾

全 悪

重 量

使用ポンプ

OPE式OS-05型

0．5，3／h

標準0．7kg/cm'以下

406m/m｡

640m/m

1,790m/m

135kg/空水時、 310kg/満水時

Ｊ
１⑦

⑧

図2 0唾式OS-05の構造
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使用ポンプ稲顛 吐出圧力 能力 毎分回転数

往復動 1kg/で､，以下 0．5m,／h 901'1下

Jペ－ ン 今 今 450 〃
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積，性能の低下がある外， ピルジの水質の影響があり，

それぞれ，その程度は異なっているが，腐食の対策は容

易である。またスラッジについてもその程度に応じてあ

る程度の対策がたてられる。水質の影響は，塩分濃度，

各種薬剤の混入，酸素濃度，各種バクテリアの影響, P

H等いろいろある。

2×’

1

0．5×I

０
ｔ

5． 油水分離の実例

各社とも1973年条約に適合した油水分離器の開発を行

なっている。筆者も昭和37年頃より油水分離器の開発研

究を行ない，ほぼその目的を達したのでその概要を述べ

る。

開発の主目標としては

(i)運転経費の節減を計る。すなわち消耗品の取替物

品を極力少くする。

(n)性能の低下をなくする。

(m)スラッジの影響を少くする。

とし図2に示す構造のものを製造した。種類としてはこ

の型は0.1, 0.2, 0.5, 1．0, 2．0, 5.0㎡/hと6種類で

あり，いずれも油分濃度15ppm以下を目標とし，性能

的には5ppm以下である。この他用途に応じ100㎡/hま

で製造できる。

（1）構造上の特徴

。 本油水分離器は一筒式で図2において，油性汚水は

中央付近の油水入口管より入り，太管で束ねられた細管

の中を流れて1次分離室に入って粗分離される。大粒の

油を分離した油水は整流板を通って流下し下部の疎粒化

フィルタを通り2次分離室に入って精分離される。

。 粗分離装置としては細管が最も優れており，性能向

上のためには通過時間を長くする必要があるからラセン

状にしてあり， また工作を容易にするため細管は太管の

中に集めて入れてある。この粗分離装置が構造上の第1

の特長であり特許である。

。 精分離装置は微小油分を大粒化して分離する装置で

あって，油も水も通す空間率90%の目の粗いフィルタ状

のものを使用してあるから，著しくスラッジの多い汚染

水の場合の他は長期間使用できる。

油を通過させた場合，油はフィルタ下流側に層となっ

て付着し流水によって水泡を作る。水泡は比重が大きい

から排水中に混り処理水の油分濃度を増加させる。本フ

ィルタでは特種な方法により出口の油の離脱を良好にし

てある。これが概造上の第2の特長であり特許である。

（2）性能

油水分離器の性能は良好で船舶技術研究所における性

能試験においても極めて良好な成績で合格している。ま

Ｉ
（
Ｅ
Ｓ
）
腿
謹
中
巴

50

l
I

l

０
５
１

－

2 3

試験時間(hr)

4 50 1

図3 実機油水分離器性能例

(OPE－OS-1型）

た, IMCO1973年条約の適合試験を大手造船所立合い

のもとに数回実施し良好な性能が確認されている。油水

分離器の性能は油の種類によって著しく影響される。図
3は船舶技術研究所において同じ油水分離において油の

種類を変えた場合の5,000～10,000ppmで送った場合の
例を示したものであって, B重油では約7ppm,灯油
では20～30ppmであるものが，軽油では約80ppmにな

っている。船研ではこの軽油を使って当社で納入した油

水分離器で長時間の試験を行なって，その成績を図3の

ように示している。 （軽油にも種類があり本品は分離困

難な図3の軽油を使用した。 ) IMCO1973年条約にお

いては，試験には高粘度油の外比重0.83の燃料油を使用

することになっている。上記のように油の種類によって

影響されるから市販の比重0.83の燃料を使用した試験を

数回実施し常に5ppm以下の良好な成績であった。

１
１
１

6． 結言

IMCO1973年条約に適した小型油水分離器を作るこ

とは困難ではない， というより容易である。しかし， こ

れを見分けることは容易ではない。 1日も早く試験基準

の詳細を定め公的機関で認定する必要がある。なお長期

使用の性能についても何等かの検定をする必要があろ

う。

I
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で，経済的にも時間的にも相当な負担となるので定期検

査以外には，あまりやらないのが普通である。

ドックインの場合は各部の修理から塗装迄行われる事

は勿論であるが， ドックインからドックイン迄の間を仮

に1年間としても，図2⑧の通り新造船でも6ケ月を経

過すると急に速度が低下して来る。したがって次のドッ

クイン迄の半年間，速度低下と燃費の増大という大きな

二つのマイナス要因をかかえて航行する事になり，図2

からも明らかな通り膨大な損害となる。

この場合進水してから6ケ月目にクリーニングし， 9

ケ月目に再度行い， 12ケ月目が次のドックインとなれ

ば，ほぼ理想的な管理と云えるのではなかろうか。

さて， この理想的なパターンはともかく，現実の姿を

見ると表の通りである。この表によれば，船主の大部分

がクリーニングに興味を持っているが， クリーニングを

必要とする船舶の10%にも満たない数しか実施していな

いのである。

この原因は何であろうか。具体的には多くの原因が考

えられるが，

①根本的には日本人の生活態度が科学的でないところ

に起因するのではなかろうか。したがって合理性を追

及して少しでも安く，能率的な船舶の運行を行う気迫

に欠けているのではな↓､か。

アンダーウォータークリーニング

について

真田喜充

(国土計画研究会）

1． はじめに

1人乗りのカヌーから50万トンタンカーに至る迄，お

よそ海に浮んでいるものは時間の経過とともに必ず海中

の励柚物が付着する。その程度は海中の経過時間，運行

速度，停泊の度合，等によって異るが，一定以上に付着

が進むと流体抵抗が増して燃費が増大し， より一層進行

した場合は速力が低下する。これは太古から知られてい

る事であり，付着物を除去した方が良い事は皆知ってい

るにしても，現実には相当の付着物を付けたまま航行し

ている船舶が非常に多い。

海運業界は不況だと云われ，造船業も世界的不況の中

で70％内外の操短を余鮫なくされている実情である。こ

のような時に各船主は，速度低下，燃費増大，付着物除

去の問題を定期検査並びにその延伸， ドックイン等の諸

要素を交えて総合的にどのように考えているか若干の考

察を試みたい。
一％

30

2． 意外に少ない実施経験

ふじつぽ落しは昔は， カンカンと云われ，やや進歩し

てサンドプラスト， ショットブラストとなった。 しか

し， これは何れもドライドックに揚げて作業するもの
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'3 14ノット 15 16 17 9 15 20 24

(月）

図2速度と燃料消費比較

A図は一般的状況

B図は適正にクリーニングされた状況下の速度と燃費

2年間における燃料節約の一例

(1)5万トンディーゼルタンカーで1,900トン約167,000米ドル

(2)5万トンスチームタンカーで2,500トン約200,000米ドル

(3)20万トンスチームタンカーで3,200トソ約256,000米ﾄﾞル

図1 35,000％タンカーの同一積載状態における

動力対速度の3曲線

Aば進水当時のもので16ノット以上に達している。
Bは6回目のドツクインに先立つ洋上試験結果。
Cば鋼板素地を暴露するまでサソドプラストを行い塗装L,洋上試験を

行ったもの（再生作業Iこドックインして9日間を要した。 ）
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